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第１章 事業の背景と目的 

１. 事業実施の背景 

高齢化の進展や地域課題の複雑化に伴い、市町村には地域の実情に応じた柔軟かつ持続

的な取組が求められている。 

一方で、施策の企画・実施・見直しを市町村単独で進めることが難しい場面も少なくなく、

特に課題が複合的で関係者が多岐にわたる取組においては、市町村とともに考え、取組の推

進を支える存在の重要性が高まっている。 

  

こうした取組において求められるのは、単に助言や指示を行うことではなく、市町村の状

況や段階に応じて関わり方を調整しながら、関係者との調整や合意形成を支え、市町村が本

来持っている力を引き出し、主体的な取組につなげていく「伴走型の支援」である。 

 

しかし、伴走支援に必要とされる力は多岐にわたり、制度理解やデータ活用といった知識

面に加え、対人関係調整やプロジェクト推進、状況判断といった実践的な力が複合的に求め

られる。そのため、支援のあり方は個々人の経験や感覚に依存しやすく、「どのような力を

備えた人材が伴走支援を担うのか」「その力をどのように育成していくのか」が十分に整理

されていないという課題があった。 

 

２. 本事業の目的 

本事業は、市町村だけでは対応が難しい課題に対して、市町村とともに伴走しながら取組

を進め、市町村の力を引き出すことができる人材を育成するための基盤づくりとして、伴走

支援に必要な知識・スキル・資質（以下、エレメントという）を整理・体系化することを目

的とする。 

 

あわせて、整理したエレメントをもとに、人材育成研修や東北６県による意見交換を行い、

エレメントが実践の中でどのように活用され得るのかを検証することで、都道府県による

市町村支援の質の向上と、持続的な伴走支援体制の構築に資する知見を得ることを目指す。 

 

３. 本報告書の構成と位置づけ 

本報告書は、本事業を通じて得られた検討内容や実践の積み重ねを整理し、伴走支援に必

要なエレメントの全体像と、その活用の方向性を示すものである。 

伴走支援の方法を画一的に示すマニュアルではなく、都道府県や市町村において、市町村

支援に関わる人材が、自らの関わり方や支援体制を振り返り、検討する際の共通の土台とし

て活用されることを想定している。 
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第２章 事業の全体像と進め方 

１. 事業全体の構造 

本事業は、伴走支援に必要なエレメントを整理・体系化し、その有効性を実践を通じて検

証することを目的に、「委員会」「東北６県意見交換会」「伴走支援人材育成研修」の三つの

取組を相互に連動させて実施した。各取組はそれぞれ独立したものではなく、 

➢ 委員会での検討によりエレメントを整理・言語化し 

➢ 東北６県意見交換会で各県の実情や実践知を持ち寄り 

➢ 伴走支援人材育成研修において実践的に学び、検証する 

という循環的な構造を持つよう設計している。 

 

２. 事業の各取組の目的と役割 

（１）委員会 

委員会は、伴走支援に必要な知識・スキル・資質（エレメント）について、専門的・実務

的な視点から検討・整理を行う場として位置づけた。 

伴走支援の実践経験を有する委員による議論を通じて、エレメントの構造整理や表現の

精緻化、研修や成果物への反映に向けた助言を得ることを目的としている。 

 

本年度は、全５回の開催を実施し、 

➢ 第１回委員会：エレメント案の全体像と方向性の確認 

➢ 第２・３回委員会：エレメントの整理・構造化、東北６県意見交換会・研修内容への反

映 

➢ 第４回委員会：エレメントの確認、東北６県意見交換会・研修会のプログラム内容への

反映 

➢ 第５回委員会：事業全体のとりまとめ、成果物の整理 

といった段階的な検討を行う構成としている。 

 

（２）東北６県意見交換会 

東北６県意見交換会は、各県の市町村支援の実情や課題、取組の工夫等を共有し、相互に

学び合う場として位置づけた。 

 第１回は県担当者を中心とし、各県における伴走支援の現状や課題認識を持ち寄ること

を主眼とした。 

第２回は、県担当者に加え、実際に支援に関わる人材も含めた構成とし、研修を通じて得

られた気づきや今後の支援の方向性について、より実践的な意見交換を行うことを目的と

している。 

 このように、参加者の範囲を段階的に広げることで、県レベルの視点と現場や支援者に近

い視点を重ね合わせる設計としている。 
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（３）伴走支援人材育成研修 

伴走支援人材育成研修は、整理したエレメントをもとに、伴走支援に必要な考え方や関わ

り方を実践的に学ぶ場として実施した。 

本研修では、知識の習得にとどまらず、 

➢ 関係者との関係性づくり 

➢ 状況に応じた関与の調整 

➢ 市町村の主体性を引き出す関わり 

といった、伴走支援の本質的な要素について理解を深めることを重視している。 

研修で得られた気づきや学びは、意見交換会や今後の支援体制づくりにも還元されるこ

とを想定している。 

 

３. 事業スケジュール概要 

本事業は、年度前半でエレメントの整理・言語化を進め、年度後半で人材育成やネットワ

ーク形成を通じた検証・とりまとめを行う、段階的な進行とした。 

 

 

４. 本事業における伴走支援人材育成の考え方 

 本事業における伴走支援人材育成は、特定の分野の専門家を養成することを目的とした

ものではない。 

自治体の状況に応じて、市町村とともに課題に向き合い、取組を進めることができる人材

が、どのような力を持ち、どのようにチームで役割を分担することが有効かを明らかにする

ことを重視している。 

そのため、個人がすべての能力を備えることを前提とせず、中核となる人材と、補完し

合うチームとしての関わりを視野に入れた整理としている点に本事業の特徴がある。 
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第３章 伴走支援に必要なエレメント整理の考え方 

１. エレメント整理の基本的な考え方 

本事業におけるエレメント整理にあたっては、伴走支援を単なる「業務の代行」や「助言

の提供」として捉えるのではなく、市町村の主体性を引き出し、取組をともに進める支援の

あり方として捉えることを基本的な考え方とした。 

 

市町村支援の現場では、制度や事業の内容を伝えることや、具体的な対応方法を助言する

ことが求められる場面も多い。一方で、それだけでは市町村内部に判断や経験が十分に蓄積

されず、取組の継続や発展につながりにくい場合があることも指摘されている。 

 そこで本事業では、市町村が自ら課題を整理し、関係者と調整しながら取組を進めていく

過程を重視し、そのプロセスを支える関わり方としての伴走支援に着目した。そのうえで、

こうした伴走支援を行うために、支援者にどのような知識・スキル・姿勢が求められるのか

を整理・言語化することとした。 

 

なお、本事業で整理するエレメントは、特定の理想像を示すものではなく、支援者個人が

すべてを担うことを前提としたものでもない。複数の関係者がチームとして関わる中で、必

要なエレメントが補完的に発揮されることを想定し、実践に活用しやすい整理を目指した。 

 

２. 先行事業・既存資料の整理 

 エレメントの体系的な整理にあたっては、先行事業で示された要素を活用した。 

 まず、令和 ２年度及び令和３年度で実施した「厚生労働省職員派遣事業」で、「つながる・

知る・うまれる」のプロセスが示されたことに基づき、この３点を整理の軸とした。 

 次に、この３点について詳しく示された「介護予防・日常生活支援総合事業等の充実のた

めの市町村支援 都道府県マニュアル」（厚生労働省老人保健健康増進等事業 介護予防・日

常生活支援総合事業等の実施プロセス関する調査研究事業 令和４年３月）を参照し、そこ

で示された９要素をエレメントの具体化に向けた切り口とした。 
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加えて、伴走支援においては前後の準備や関係者間の認識合わせ、支援の流れ全体をデザ

インしていく力も求められる。その要素も組み込んでいくうえで、「市町村の支援者向け 

地域づくりハンドブック vol.２」（令和５年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健

康増進等事業 介護予防・日常生活支援総合事業の活性化に向けた自治体支援ツール（支援

パッケージ）の構築に係る調査研究）も確認し、エレメントの枠組み検討に活用した。 

 

 

 こうした先行事業・既存資料の要素を踏まえ、エレメント検討の枠組みとして次のように

整理した。 

 

 整理１：エレメントは大きく、以下の３領域で組み立てる 

➢ 人に働きかける力…「つながる」を推進・支援していく力、かつそのために抑え

ておくべき伴走支援自体の理解、介入の役割理解も含む 

➢ 活動を適切に進める力…「知る」を推進・支援していく力、かつそのための環境

構築やプロジェクト推進力も含む 

➢ 解決方向に向かう力…「うまれる」を推進・支援していく力、かつそのために必

要な知識やノウハウ、働きかける力も含む 
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 整理２：いずれの力も「知っている」「ある程度実践できる」「大いに実践できる」といっ

た段階がある。力の段階整理をしたうえで、今回の対象層が身に付けるべき段階を

特定する 

➢ 基礎知識・基礎スキル段階 

➢ 伴走支援チーム全体で必要な知識・スキル段階 

➢ チームをリードする人に必要な知識・スキル段階 

 

 整理３：上記２点を組み合わせ、以下をエレメント整理のフレームワークとした。 

 

 

 

３. 東北地域特性を踏まえた視点 

東北地域は、中山間地域および積雪寒冷地が多く、冬季の降雪による移動制約や、医療・

介護資源が都市部に偏在する構造があることから、高齢者の外出や通いの場参加に季節的・

地理的なばらつきが生じやすい。また、地域の距離が長く自治体間の移動にも負担が大きい

ため、地域の実情を理解した支援者による助言や調整が他地域以上に求められる点が委員

会で確認された。 

 加えて、震災などの災害経験や県民性に起因して「控えめ」「遠慮しがち」といった特徴

がみられ、支援を必要としていても自ら発信しにくい住民も多い。そのため、支援者が丁寧

な対話を通じて地域の声を拾い上げ、住民の主体性を引き出す関わり方が重要であるとの

意見が共有された。また、県・市町村ともに担当部署の人員構成や経験年数が自治体によっ

て大きく異なることから、支援を一人に依存させず、複数人で役割を補完し合う「チーム型

の支援体制」が東北地域では特に求められる点が指摘された。 

 これらの地域特性を踏まえ、地理条件・人口規模・支援体制の成熟度に応じた柔軟な支援

アプローチの設計、住民・行政・支援者が遠慮なく対話できる関係性の構築、支援者間の役

割分担の明確化を図ることが、東北地域における広域的な市町村支援の実効性を高めるう

えで不可欠である。 
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第４章 委員会における検討内容とエレメントの深化 

１. 委員会の概要 

本事業では、伴走支援に必要な知識・スキル・姿勢（エレメント）を整理するため、委員

会を設置した。 

委員会では、市町村支援の実践経験や専門的知見を有する委員による議論を通じて、伴走

支援に必要なエレメントの内容や構造、研修や意見交換会への反映方法について、段階的に

検討を行った。 

委員会は年度内に複数回開催し、初期段階では全体像や論点整理を行い、その後、整理の

精度を高めながらとりまとめを行う構成とした。 

実施回 開催日 主な議題と検討内容 

第１回 Ｒ７.８.30（土） 

16:00～18:00 

・伴走支援に必要な力の全体像と整理の方向性を

確認 

・エレメントを階層的に整理する考え方を共有 

・研修・支援者会議での活用可能性を整理 

第２・３回 Ｒ７.10.18（土） 

16:30～19:00 

・エレメント案の見直しと具体化 

・支援者養成計画書（雛型）の検討 

・研修プログラム案、アドバイザー選定視点の整理 

第４回 Ｒ７.12.14（日） 

14:00～16:00 

・エレメント整理案の修正確認 

・東北６県意見交換会の進め方の最終確認 

・研修資料案の確認 

第５回 Ｒ８.３.20（金・祝） 

14:30～16:30 

・エレメント説明文の確認 

・リーフレット内容の確認 

・本報告書案の共有 

 

２. 委員一覧 

 委員会委員は市町村伴走支援の実践者を中心に、有識者及び県担当者も交えて構成した。 

なお、本事業にはオブザーバーとして東北厚生局が参画し、委員会等において適宜助言を

得た。 

委員は以下の通りとなる。 

＜委員＞ 

氏名 ＊敬称略 所属・役職 

荒井 崇宏 稲城市高齢福祉課 高齢福祉係 係長 

小坂 健 東北大学 歯学研究科長 教授 

櫻井 健太郎 医療法人社団脳健会 仙台東脳神経外科病院 

リハビリテーション室長兼事務次長補佐 
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氏名 ＊敬称略 所属・役職 

◎田中 明美 奈良県 福祉保険部 次長 

村井 千賀 石川県立こころの病院認知症疾患医療センター副所長 

村上 美祐貴 青森県健康医療福祉部 高齢福祉保険課 

◎委員長 

＜オブザーバー＞ 

氏名 ＊敬称略 所属・役職 

野地 宏三 厚生労働省 東北厚生局健康福祉部地域包括ケア推進課 課長 

森 佳子 厚生労働省 東北厚生局健康福祉部地域包括ケア推進課 課長補佐 

阿部 亜希子 厚生労働省 東北厚生局健康福祉部地域包括ケア推進課  

地域包括ケア推進官 

相澤 裕介 厚生労働省 東北厚生局健康福祉部地域包括ケア推進課  

地域包括ケア推進官 

 

３. 委員会を通じて得られた示唆 

委員会での複数回にわたる議論を通じて、伴走支援に必要なエレメントを整理するうえ

で、いくつかの重要な示唆が共有された。これらは、特定の回の結論というよりも、各回の

検討を重ねる中で共通認識として形成されていった考え方である。 

 

（１）「中核推進役」の考え方 

委員会では、伴走支援を進めるにあたり、すべての役割や判断を一人の支援者が担うこと

を前提とするのではなく、取組全体を見渡しながら関係者をつなぎ、調整していく「中核的

な推進役」の存在が重要であるとの認識が共有された。 

 

この「中核推進役」は、必ずしも現場での実務をすべて担う存在ではなく、 

➢ 市町村の状況や取組の段階を把握する 

➢ 関係者間の役割分担や連携を整理する 

➢ 必要に応じて専門的な支援や助言につなぐ 

といった役割を果たすことが期待される存在として整理された。 

 

委員会では、こうした役割は固定的な肩書きや職種によって決まるものではなく、地域や

取組の状況に応じて柔軟に担われることが望ましいとの意見も示されており、エレメント

整理においても、この考え方を踏まえる必要性が確認された。 

 

なお、本事業におけるエレメント整理にあたっては、伴走支援を特定の支援者の力量に依

存する形で示すのではなく、市町村と支援側がともに役割を分かち合いながら取組を進め
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ていく姿が伝わる整理とすることを意識した。 

 

（２）チームで担うエレメントという整理 

委員会での議論を通じて、伴走支援に必要なエレメントは、個人がすべてを備えるものと

して整理するのではなく、チームとして補完的に発揮されるものとして整理することが重

要であるとの認識が共有された。 

 

 市町村支援の現場では、制度理解、関係者調整、データの読み取り、現場への寄り添いな

ど、多様な力が同時に求められる。これらを一人の支援者がすべて担うことを前提とするの

ではなく、複数の関係者がそれぞれの強みを生かしながら関わることを想定した整理が重

要であるとの認識が、委員会での議論を通じて共有された。 

 このため、エレメントは、個人の能力評価のためのものではなく、支援体制を検討する際

の視点や、役割分担や連携を考えるための共通言語として活用されることが想定されてい

る。 

 委員会では、こうした「チームとしての支援」を前提とする整理を行うことで、都道府県

による市町村支援の実態に即したエレメント整理につながるとの意見が示された。 
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第５章 東北６県意見交換会での議論と気づき 

１. 意見交換会の位置づけ 

 東北６県意見交換会は、各県がこれまでに取り組んできた市町村支援の実践や工夫を持

ち寄り、相互に共有することを目的として開催した。委員会で整理した伴走支援の考え方や

エレメントを踏まえつつ、各県の現状や課題を共有することで、自県の取組を振り返り、今

後の取組を考えるための場として位置づけた。 

 

２. 第１回東北６県意見交換会の概要 

第１回意見交換会には、主に東北６県の担当者が参加し、各県における市町村支援の取組

状況や課題について共有を行った。各県から市町村支援に関する取組や体制、これまでの経

過等が共有された。プログラムの詳細は以下のとおりであるが、主に各県の実践知を持ち寄

る形で意見交換を行った。 

 意見交換を通じて、各県に共通する課題や特徴が示されるとともに、支援の進め方や体制

の違いが明らかになった。 

 

実施日 令和７年 12月 22 日（月）13:30～16:30 

開催方法 会場及びオンラインでのハイブリッド開催 

会場：TKPガーデンシティ PREMIUM仙台西口 

参加者数 会場参加：宮城県、福島県、仙台市 計 5名 

オンライン参加：青森県、岩手県、秋田県、山形県 計 4 名 

講師 小坂委員、櫻井委員、村井委員 
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３. 第２回東北６県意見交換会 

 第２回東北６県意見交換会は、東北６県の担当者に加え、伴走支援人材育成研修の参加者

も対象として実施した。第１回意見交換会で共有された課題や視点を踏まえ、研修を通じて

得られた知見や気づきを、各県の支援計画や今後の取組にどのように反映していくかを検

討することを目的とした。 
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実施日 令和８年２月９日（月）13:30～16:30 

開催方法 会場及びオンラインでのハイブリッド開催 

会場：TKPガーデンシティ PREMIUM仙台西口 

参加者数 会場参加：宮城県、福島県、仙台市 計 10名 

オンライン参加：青森県、岩手県、秋田県、山形県 計 15名 

（うち、伴走支援人材育成研修の参加者 20名） 

講師 荒井委員、小坂委員、櫻井委員、田中委員、村井委員 

 

意見交換では、これまで作成してきた計画書案をもとに、 

➢ 市町村の現状や課題 

➢ 県として起こしたい変化 

➢ その変化を実現するために必要な支援人材像（エレメント） 

について、研修参加者の視点も交えながら議論が行われた。 

また後半では、支援人材の育成方法や、支援者に獲得してもらいたい力、養成後の市町村

支援の進め方について、より具体的な検討が行われた。支援の形態（チーム派遣、個別同行、

テーマ型支援等）や、県・支援人材・市町村それぞれの役割分担についても意見が出され、

各県の実情に応じた支援のあり方を考える場となった。 

 

４. 意見交換会を通じて見えてきた共通点・差異 

東北６県意見交換会を通じて、各県が抱える市町村支援の課題や目指す方向性には共通

点が見られる一方で、支援の進め方や体制には県ごとの特徴や差異があることが明らかに

なった。第１回（都道府県職員のみ）では現状と構造的課題の共有が進み、第２回（都道府

県職員＋支援候補者）では実装に向けた具体論（「知る」の強化、チーム編成、支援の型の

使い分け等）が深まった。 

 

（１）市町村課題に関する共通点・差異 

意見交換を通じて、多くの県に共通する市町村課題として、担当者の負担が大きいことや、

取組の進捗や成熟度に差があることが挙げられた。また、制度や事業の趣旨が十分に共有さ

れないまま、個々の対応に追われている状況が見られる点も共通した認識として示された。 

 一方で、人口規模や地域特性、市町村数などの違いにより、課題の現れ方や優先順位には

差異が見られた。すでに一定程度取組が進んでいる市町村をモデルとして横展開しようと

する考え方もあれば、体制や連携、現状把握の土台が整っていない市町村を優先的に支援す

る考え方もあり、各県の状況に応じた対応が必要であることが確認された。 

 

（２）支援人材像に関する共通点・差異 

 支援人材像については、制度や事業内容に関する知識だけでなく、市町村の状況を丁寧に
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把握し、関係者をつなぎながら取組を進めていく力が重要である点について、各県に共通し

た認識が見られた。 

 その一方で、支援人材にどこまでの役割を期待するかについては、県によって考え方に違

いが見られた。専門的な助言や分析を重視する県がある一方で、現場に寄り添いながら一緒

に取組を進める役割を重視する県もあり、支援人材像は一様ではないことが示された。 

ただし、一人に全てを求めるのではなく、チームで補完する前提はおおむね共有されてい

る。 

 

（３）支援の進め方に関する共通点・差異 

 支援の進め方については、個別市町村への同行支援、チームによる派遣、テーマ型支援な

ど、複数の手法が検討されていることが共有された。いずれの県においても、単一の手法に

限定せず、市町村の状況や取組段階に応じて支援方法を使い分ける必要性が認識されてい

た。 

 一方で、どの支援方法を中心に据えるかや、県・支援人材・市町村の役割分担の考え方に

は差異が見られた。県が制度整理や全体設計を担い、支援人材が現場での伴走を担うという

整理が示される一方、県自らが現場に踏み込む場面を重視する考え方もあり、各県の体制や

リソースに応じた支援のあり方が検討されている状況がうかがえた。 

 

５. 意見交換を支える支援計画書（案）の位置づけ 

本事業では、東北６県意見交換会における議論を円滑に進めるためのツールの一つとし

て、「伴走支援に係る人材育成及び市町村支援計画書（案）」を作成した。 

本計画書（案）は、意見交換を踏まえて作成したものではなく、第１回委員会において、

意見交換会等を実施するにあたり、各都道府県が自県の状況や課題を整理し、共通の土台の

もとで議論を行うための様式があった方がよいとの意見が示されたことを受けて作成した

ものである。 

 計画書（案）は、完成形や標準的な様式を示すことを目的としたものではなく、各都道府

県が自県の取組状況や課題、目指す姿を言語化し、意見交換や検討を深めるための「たたき」

として位置づけた。 

 その結果として、意見交換会では、各都道府県が作成した計画書（案）を持ち寄り、互い

の取組や課題を共有しながら、自県の支援の方向性や人材育成の考え方を見直す機会とな

った。また、今後、各都道府県が市町村伴走支援計画を検討・作成していく際の参考となり

得るひな型としての側面もある。 
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第６章 人材育成研修の実施内容と成果 

１. 研修の目的と設計 

本事業における人材育成研修は、今後、自治体の市町村支援に関わる可能性のある支援候

補者を主な対象として、伴走支援の考え方や、支援者に求められるエレメント（必要な力）

について理解を深めることを目的に実施した。 

 委員会で整理を進めてきたエレメントは、単なる能力要件や理想像として示すことを意

図したものではなく、実際の支援場面でどのように発揮・組み合わされるかを意識して整理

することを重視している。 

そのため本研修では、エレメントを「知識として理解する」段階にとどめず、 

➢ 現場でどのように活用され得るのか 

➢ どのような関わり方の中で発揮されるのか 

を具体的にイメージできるような構成とした。 

また、本研修は県職員と支援候補者が同じ場で共通認識を形成することを直接の目的と

したものではない。一方で、第２回東北６県意見交換会においては、研修に参加した支援候

補者が県とともに参加し、意見交換を行うことが想定されていた。 

このため、研修を第１回と第２回意見交換会の間に実施することで、支援候補者が一定の

視点や知見を得たうえで意見交換会に臨めるよう配慮した設計としている。 

 

２. 研修プログラムの概要 

研修は、講義、グループワーク、意見交換等を組み合わせたプログラム構成とし、参加者

が一方向的に知識を受け取るだけでなく、自身の経験や想定する支援場面と結び付けて考

える機会を多く設けた。 
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講義パートでは、伴走支援の基本的な考え方や市町村支援において支援者に期待される

役割について整理し、事業全体の背景や意図を共有した。 

 

ワーク・ロールプレイ・意見交換では、実際の支援場面を想定したケース検討、エレメン

トがどのような場面で求められるか、一人の支援者だけでなく、複数の関係者が関わる中で

の役割分担といった点について参加者同士で意見を交わし、エレメントをより具体的に捉

える機会とした。 

 

３. 参加者の反応・得られた効果 

本研修を通じ、参加者には、伴走支援を「助言・代行」中心の関わりとしてではなく、対

話を通じて市町村の主体性と自走力を引き出す関わりとして捉える視点が広く共有された。

とりわけ、関係者間の認識のすり合わせ（合意形成）と、支援者が状況に応じて役割を補完

し合うという理解が強まった点は、当日の発言・やり取りにおいて繰り返し確かめられた。

また、本事業で整理したエレメントは、理想像の提示ではなく、支援の現場で役割と連携を

具体化するための共通言語として位置づけられている。 

 

（１）研修当日の発言・ワークから見えた効果 

① 対話の量と質が「変化」をつくるという体感 

グループワーク時の全体共有では、合間の雑談や休憩中にこぼれる本音を含め、対話が相

互理解・関係形成・合意の創発に直結するとの実感が繰り返し語られた。参加者側からは、
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「提案ではなく、皆で生み出す」「まずは相手を知る・つながる」といった表現が多く、問

いかけ・傾聴・待つことを通じて相手の内的動機が立ち上がるプロセスを、自身の言葉で位

置づけ直す様子が確認できた。 

 

② 教えない支援への踏み出しと、困難場面の扱い 

参加者からは、「自分がやった方が早い」という誘惑や、意見の不一致・否定的反応への

戸惑いが率直に共有されたうえで、答えを与えるのではなく、問いで気づきを促すこと、小

さな失敗を学習に転換できる場づくりの重要性が意見として収斂した。 

 

③ チームで担う支援と中核推進役のイメージ 

県・市町村・外部支援者それぞれの立場から、「誰のための支援か（住民中心）」を軸に、

役割を可変的に編成するという考え方が具体例とともに共有された。特に、関係者をつなぎ、

進め方を状況に応じて調整する中核推進役の存在が、多職種・多機関連携を実装するうえで

の要諦として言語化された。 

 

④ 目的と手段の関係を整理するロジックモデルと評価（PDCA）の活用 

参加者はケース検討を通じ、目的から逆算して中間アウトカムや活動を整理する思考法

を体験的に理解された。ロジックモデルの枠組みを用いることで、取り組みが点の並びでは

なく目的につながる構造として共有しやすくなる点が確認された。 

 

⑤ 役割分担・根回し・内部合意の重要性の再認識 

担当者の孤立を防ぎ、係内・課内の本音を拾い上げること、根回しや内部合意を計画的に

設計することの必要性が、当日のやり取りで繰り返し言及された。「入口だけでなく、出口

（自走）を見据えて支援設計する」という視座も、経験談の共有を通じて実務の言葉として

浸透した。 

 

⑥ エレメントの実務的な位置づけと使い方 

本事業で整理したエレメントは、個人が全項目を備えることを前提とする理想像やチェ

ックリストではなく、支援体制の設計や役割分担、連携の組み立てに用いるための共通言語

として位置づけている。 

研修の意見交換では、支援は個人完結ではなくチームで補完的に発揮するという発想や、

関係者をつなぎ進め方を調整する中核推進役の意義が、参加者自身の発言・やり取りを通じ

て具体化された。こうした当日得られた理解と照らすと、エレメントは、「自分が担える部

分」と「他者(支援するチームメンバー)と補完すべき部分」を見取る実務上の共通言語とし

て活用できることが確認できる。 
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（２）実務への波及 

本研修で得られた気づきは、次期業務に直結する行動意図として具体化している。まず、

係内・課内での本音の拾い上げを起点とする内部対話を計画的に組み込むこと、担当者の孤

立を防ぐ観点から初動段階からアセスメントとモニタリングを一体で運用することが複数

の参加者間で共有された。これにより、支援の場面で生じがちな入口偏重を避け、合意形成

のプロセスを手順化しつつ、出口（自走）まで見通した設計に移行するとの認識が広がった。 

併せて、県・市町村・外部支援者の役割を固定せず状況に応じて補完的に編成する発想が

浸透し、根回しと内部合意を段階的に積み上げる進め方が、当日の議論や事例共有を通じて

実務的な言葉で表現された。さらに、ロジックモデルを用いた目的、中間アウトカム、活動

(アクティビティ)では、支援を点の集合から意味ある構造へ再配置するための共通言語と

して機能し、PDCA と接続して振り返り・改善に活かす視点を持ち込むうえでも有効と受け

止められた。こうした一連の波及は、当日の発言・ワークで参加者自身が言語化した学びに

依拠しており、研修後アンケートの自由記述にも同旨の意図が確認できる。 

 

（３）本研修を通じて得られた示唆 

本研修は、「対話を基軸に、チームで価値を共創する伴走」という骨格を、参加者自身の

発言・省察・相互作用を通じて具体化する契機となった。加えて、支援体制・役割分担・評

価設計を共通言語で議論・再設計する素地を整えた。今後は、当日の問題意識を踏まえ、ア

サーティブ・コーチングなど実践スキルの伸ばし方の具体化や、定期的な事例共有・フォロ

ーアップ機会の組み込みにより、地域側の自走を見据えた「出口設計」の精度を高めていく

ことが期待される。 

 

＜研修実施後のアンケート結果＞ 

 

 



18 
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＜自由記述と概要＞ 

●特 印象 残っ    気づき 

 研修 は、 対話  重 性 関する気づきが多く挙げら  。特 、対立 課題 

整理 場面 お  、相手を知 、 音を引き出す対話 積み重ねが不可欠 あると  

識が  さ  。  、行政  同士 多様 立場 参加 と     を通じ 、 理

解が深 っ   視点が拡がっ   モチベーショ が高 っ  と っ 声も多く ら 

 。 

加え 、 ロジ クモデル   る課題 構造化 、  と手段 区別と っ 整理手

   理解が進み、実践   用可能性を実感する  が多かっ 。さら 、アドバイザ

ー 役割 関わ      も、 真 課題を 識する       化を  する  相

手 話を丁寧 聞く と っ 姿勢 重 性が改め  識さ  。 

 

■主 気づき 特徴     

１．対話 重 性 関する気づき 

 対立と否定が起き 時 対応   対話 技術を磨く  性  言及が ら   

 対話 相手を知る とが大切  音   時間 ど ぽろっと話す    重 性と っ 

   

  も   も同じ う 悩みを抱え  る め、 ず対話  みる とが重 と  識 

２．関係 間  識   協働 重 性 

    間  通  識を持  と 根回  重 性  再 識 

 行政  と話 合う と 理解が深 っ と 声 

 協働 重 性 住民  めを 失わ  と っ 視点 

３．ロジ クモデル   る課題整理  効性 
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   と手段 区別  理解 

 課題を 点 集合 は く 味 ある構造と  捉える視点 獲得 

 実践 ロジ クモデル  落と 込み 関する学び 

４．アドバイザー 伴走     役割 姿勢 

 アドバイザーと う存在 重 性 

 一   助言する  は く、相手 話を丁寧 聞く と   性 

 真 課題を 識する      化  識合わせを  すると っ 役割 識 

 受   モチベーショ を上げる とが    能  左右さ ると 気づき 

５．   振 返  今後 課題 識 

  身 課題が    っ      キルが整理 き と    

        が概念  整理 き  今後 関わ    識が    っ と 声 

６．研修   効果 

 多様 分野 参加 と      視点が拡がっ  

 ポジ ィブ 刺激   モチベーショ が高 っ  

 実 験  功 困難事例 双  を聞   とが 益と 評価 

 実際 回答    

 行政   皆さんと話 合  き  と 、理解 き  とが多かっ 。 

 対立と否定が起き 時 対応   

     課題を   する も、対立 態から  する も対話が重  んだ と思

っ 。対話 技術を磨く  があると感じ 。 

   を   間  通  識を持  と 根回 をする とは大切 あると感じ  

   が、思っ     重  あると感じ   。  、受  側 モチベーショ 

を上げ 規範 統合を図る とは想          側 能  左右さ ると思

    。 

 ロジ クモデル お る、  と手段 区別 

 対話、特   時間 ど ぽろっと話す う  音 重 性 

 アドバイザーと う存在 重 性 

 ロジ クモデルを使う と 、課題を“点 集合” は く“ 味 ある構造”と  捉え

ら る と 気づ  。そ 視点が、 分    も地域 課題整理 も役立 と感じ

 。 

  験 どから、一   助言を行う傾向がある  、相手 話を っか と聞  、ど

  う  とを言    か、言葉   と を重ね 上     から、アドレ さ

る とが、重 だと感じ 。 

   を通  、多様 分野  験豊富  々 接  視点が拡がる、拡がる、ポジ ィ

ブ 刺激 モチベーショ が高 ると感じ 。 

 実践 ロジ クモデル  落と 込み 
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      年間、  チーム 一 と  伴走   関わっ き   が、そ ぞ 

 AD    が今回ご教授  だ  概念 基づ  行わ   る とが   整理

 き、大変勉強      。   お る 身 課題が        。 

 今   分はアドバイザー派遣事業  同行する側 あっ が、今後 伴走    と

  かかわる際、どう っ  識をもっ 関わ    か、    をする中 気づき

が得ら  。 

    は課題達 型 着   す  め、ADは真 課題を 識する と、     

      化  識合わせが き  る かを把握する と 重 性を感じ   。

そ      、  時は AD 入を契機    再   整理を   、関係機関と

  行っ  く とが   ある とを学び   。 

     々 実 験を伺え  がと も貴重 時間   。特 、 功事例はもちろ

ん、関わ が難 かっ  と う く か   ともあると 話も伺え  かっ  

す。 

 アドバイザー 皆様 心 広さ、 分を知っ もらう め  分を発信する め  

 理解、協働 重 性、”住民  め”を 失わ   

 対話 大切さ。 

  も   も同じ う 悩みを抱え  る  、 ず対話  みる 

 結局は 対話  相手を知る  とが大切 

 伴走       キル    、 き  る事、学びが   事が       

 。 

 

●伴走   対する考え  視点 、変化  点 

伴走   対する捉え     、 教える     答えを導く   から、   考

え、対話を重ね がら進める    と 識が変化  と   が多く ら  。特 、

 相手を知る と  対話を続 る と  一緒 生み出す と と っ 関わ   重 

性が強く 識さ   る。 

   、   が提示する課題をそ   受 取る  は く、 真 課題かを 極め

る    を把握  がら気づきを促す と っ 視点 、入口だ   く 出口   

後 継続  走     据える  性  気づきも多く ら  。 

 さら 、    身 在  と  、 完璧を 指さ    頼 合う   分 身を理

解 関係性を築く と っ  面  変化 、 一  抱え込     チーム  える 

と っ  識 広が も  さ  。 

 

■主 変化 特徴     

１．   捉え  変化 教える→  考える  

 教える   は く、道筋を一緒 考える    転  
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 答えを導き出す とが役割 は    ずは相手を知る と、  がる とが大切 

 提  は く、みん  生み出す と 重 性 

２．対話 関係性重視  変化 

  話 は く対話 大切さ 諦めず対話を続 る と 

 相手 心 奥 裏 ある思 を受 止める  性 

 そ ぞ  正義 考えがある とを前提 関わる視点 

    ズレ 対立も受 止める  分が何  応するかを 覚すると っ  省  気づ

き 

３．課題設定  立  関する視点 変化 

 課題設定 重 性と難 さ  識 

    が挙げ 課題が真 課題かを 極める視点 

    応じ 気づきを促す   重 性 

４．   時間軸 拡張 入口→出口 継続  

 入口だ   く出口  想定する とが 走   がる 

   後 継続性を 識する  性 

５．    在    タ   変化 

 一   提示 助言   省から   考える姿勢  

 完璧を 指さず頼 合う アドバイザー同士 信頼関係 重 性 

  分を知っ もらう とが関係性構築   がる 

  分 専門性 例  業療  と  通性  気づき 

６．チーム 外部関与  義 再 識 

 担当 が一  抱える と リ ク 

 部外 が関わる と 関係 間 ズレ  詰  をほぐす契機  る 

 一  悩  く   、頼っ   と う 識 変化 

７．     具 化 

 横並び 伴走   、気づきを促す関わ  言葉か が きる    

 今後  分が        がイ ージ き と 声 

 実際 回答    

    側 心 奥 裏 ある悩み 思 を受 止めら る キル を身     。 

   後 継続性を維持する       

    が考え 課題を一緒 考え  き  が、   が挙げ き 課題が真 課題

  か、      を把握  がら、考え、  があ  、真 課題 気 かせら 

る う   を行っ  き  。 

   をする際 入口を 識する とが多かっ が、出口  想定  がら  する 

とが    取組  走   がると学び、視野を広げ うと思    。 

 と かく課題設定が重  難  事を学び   。 
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 う く   き  場合も、諦め   対話を続 ると う と 

 既存 アドバイザー 皆様もモヤモヤする とがあるんだ …と思っ  と。完璧を

 指さず頼 合う大事さ、アドバイザー同士 信頼関係 深さ、 話 は く対話 大

切さを感じ 。 

 伴走  は、教える   は く、道筋を一緒 考え、  後も続く 長を くる と

が大切だと気づ  。 

 行政  々 、 レゼ するとき ど、一   行政 と  、今後取 組ん 行か 

    ら  課題を提示  、そ  対  、私 ちは   う    き す 。

と、一   あっ と 省    す。今後は、ど  う 考え  る か、どう  

ら解決 きる かを、  考え  く とが きる う      き  と思  

  。 

    相違 ズレが起き とき 対応は悩むが皆様も同様と知 焦 が軽減 き 。

良くも悪くも相手 対応をそ   受 止める とから。 分が何  応するか  

覚を    うと思う。 

 伴走  AD と  構えがあ    が、 身が専門とする 業療  入 考え と

ほぼ同様 あると気づき   。 

 伴走  と うと、一緒 横並び 走っ  く    ある上 、時 考え 気づきを

促す め 関わ 、言葉か が   ある と、そ 際 言葉か     も考え 、

今後  分が        が少 イ ージ き 気が  。 

 部外 がかかわる と 、地域を く   と思っ  る関係 間 考え ず   

詰  を取 除 るきっか    るかも、と改め 感じ   。  私 身も  を

頼 づら 性格   、今回 繋が を生か 、 一  悩  く    かも、頼っ

 み うか  と感じ   とは大き 変化   。 

 伴走   入るから は何か答えを導き出さ     ら  と考え   が、決 

 そう は く、 ずは相手を知る と、繋がる とがと も大切 ある とが分か 

   。 

 担当 が一  抱え  るケー が一番危険 

 みん  対話 、そ 結果、何かがう  る。提  は く、みん  うみだす と 

重 性 

  分をう く使っ もらう め  分を知っ もらう とが大切 

 そ ぞ  正義があ 、考えがある と 

 

●エレ   一覧    、分か  く 点、追加   が  視点、改善点 

エレ   一覧    は、 整理と  はわか  す  と 評価がある一  、 実

際    実践 どう  げるか  課題感が示さ  。特 、抽象度 高さ 用語 理

解 関する難 さ、具    用イ ージ 不足が指摘さ   る。 
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   、アサー ィブ ミュニケーショ   ーチ グと っ  キル    、 理解

は きるが実践が難   と っ 声もあ 、 キル習得  ロセ  具   場面イ 

ージ 補足が求めら   る。あわせ 、アドバイザー 何を期待するか  っ    

  が変わる可能性がある点も示唆さ  。 

 

■主 改善点    

１． 用       げ  関する課題 

 整理と  はわか  す が、 ど  う  キルを  す か悩みそうと    

 実際      研修  使   関する補足   性 

２．具 性 不足 

 抽象  表現 イ ージ づら と 指摘 

      補足   る う 具 例が増えるとイ ージが掴み す と    

３． キル理解 実践 難 さ 

 アサー ィブ ミュニケーショ   ーチ グが初学  は難   

 理解は きるが、特 初対面 は実践が難  と 声 

   理解 伝え  重 性は理解   も、実践  ハードルがある 

４．前提条件 役割設定 関する示唆 

 アドバイザー 何を期待するか 変わると    

 役割 期待水準  っ    エレ    整理 仕 が変わる可能性 

 実際 回答    

 整理と  はわか  す   すが、実際     用と  際 、ど  う そ  

キルを  す か は悩みそう す。 

 アサー ィブ ミュニケーショ と う言葉は、初め 聞  が、 分 性格 ども、

 覚  相手 伝える とは、わかっ が、初め  う  対  は、難  と感じ 。

  、 ーチ グ    も難  と感じ 。 

 抽象  表現  るが、     う 具   事柄が増えるとイ ージ が掴み す

く ると思っ 。 

 アドバイザー 何を期待するか 変わる 

 

●今後 業務 、 識  み うと思っ 関わ   視点 

今後 関わ  と  、 相手を理解する と  対話を通じ 気づきを促す と  主

 性  走を える と を 識   と う  が多く ら  。特 、傾聴 問 か

  承 と っ 関わ を通じ 、相手 中 ある答えを引き出す     識 高  

が  さ  。 

   、    担当    を丁寧 把握する アセ      重 性 、   過

程 お るモニタリ グ、関係 を巻き込み がら進める視点も多く挙げら  。加え
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 、 課題解決 とど らず、解決   走 を  る と っ 中長期     視点

も強く 識さ   る。 

 

■主  識 変化 具   関わ   

１．対話 傾聴 問 か  重視 

 笑顔 傾聴、待 、質問する 相手 思 を一度受 止める 

 気づきを促す め 問 か  相手 中 ある答えを引き出す関わ  

    情報提供と、考えを引き出す と 区別を 識する 

２．相手理解 アセ     強化 

     アセ     重 性 担当 が抱える    配慮 

       担当  関係  ど多面   る 

 広報 ホームページ も含め 理解を深める 

 関わるチーム   アセ     

３．主 性  走を える関わ  

 教える  から、主 性と 長を引き出す    

 解決   走 を持っ もらう とを 識 

  走 きる う チームづく  

４．関係性構築 巻き込み  識 

 周囲を巻き込み、頼る 恐 ず   がる 

  ずは係  課 から 音を拾う 

  分を知っ もらう と 重 性 

５．   進め  視点 工夫 

 腹落ち  もらう め 対話 ロジ クモデル  用 

 入口だ   く、  中 モニタリ グも重視 

 俯瞰    を る 住民  めと う根底を忘    

 ネガ ィブをポジ ィブ 捉える視点 

６． キル向上   識 

  ーチ グ を高め   さら 深く学ぶ  性  識 

 アサー ィブ ミュニケーショ   実践  課題 識 

 実際 回答    

  ずは近 係 、課 から 音を拾   と思っ  

    入る    アセ    とする は重 だと感じ 。小規模   が多く、地

域  事業だ   く、様々 分野を兼務   る   が る。そ 担当 が倒  

  う 、せっかく伴走   手をあげ く  心が折    う 、アセ     

  中 モニタリ グを行っ  き  。 

 伴走   際 は周 をどんどん巻き込ん 頼る と 一歩踏み出す とが 分 は
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   と あると感じ  め、 識  関わ    す。 

 笑顔 傾聴、待 、質問する事を 識  、   を承   うと思  す。 

 相手 腹落ち  もらう め 取 組み 対話 ロジ クモデル  用   注 は手

を抜かず ろうと思    。 

 もっと深く学ぶ  がある とを再 識  。 

 相手 花を持 せ  、俯瞰    をみる と。そ  、住民  め ある根底を忘

    う   うと思っ 。 

 教えるだ    から、相手 主 性と 長を引き出す  は行政 もリハ現場 も

 通     視点    識   き   

 アサー ィブ ミュニケーショ と う言葉は、初め 聞  が、 分 性格 ども、

 覚  相手 伝える とは、わかっ が、初め  う  対  は、難  と感じ 。

  、 ーチ グ    も難  と感じ 。 

 気づきを促す め 問 か る と。聞か ると情報提供  く るが、   情報提

供と考え探 出す を促す と 区別を  話を聞く とを 識   。 

    行政をもっと理解  進め  く と 

     課題解決が中心  るも  、    解決 を持っ もらえる う 働き

か る とが大切 ある とが再   き    課題解決    を進め がら 進

める と   、解決   走 を持っ もらう。 。そ  め も、 ーチ グ を高

め うと思    。 

 今も 識    すが、改め  相手 思 を一度受 止める と 、 何を  と  

どうする め     かを  する と 、 相手 中 ある答えを引き出す関わ 

をする と 、  走 きる う チーム  をする と を特 気を    と思  

  。 

 色々 側面から   を   く とが大切だと学び、広報 ホームページ ア  

ナを広げ 知っ     と思    。     、担当 、関係  アセ    

はと も重  あると感じ   、どん 入      仕  あ  相手 伝わる

 か も考え  き   す。 

 相手   を十分理解  関わる。 店 転  ネガ ィブをポジ ィブ   

 恐 ず、色々 と ろと  がろうと思う 

  分を知っ もらう 

 関わるチーム 皆 アセ    を  進ん  き   

     データ、ロジ クモデル     

 

● 地域  組織 、今後話 合    ーマ 

今後話 合    ーマと  、     向性  指す姿     組織     間

 連携強化  具        整理  関する  が多く ら  。特 、 と  
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 伴走   軸  指す    を    、関係 間  通 識を持   性が強く

 識さ   る。 

   、実務面 は、      具   入   進め 、ロジ クモデルを 用  

課題整理、合 形  あ   ど、  実践   ーマ  関心が高 。加え 、   

  組織   知   、住民視点 立っ 地域づく と っ 中長期  視点も挙げ

ら   る。 

 

■主  ーマ 特徴     

１．    向性  指す姿    

  伴走   軸  指す          通 識 

 ど  う   が きると良 か   関係 間  識   

   が 効  用さ る め 前提整理 疑問 解消  

２．組織  関係 間 連携強化 

 ヒアリ グ 得 情報が年間を通じ   さ     と う課題 識 

  ずは 部から   が 強化 

    間  話 合 を通じ  制構築 

３．具        進め  検討 

  と  ど  う       入るか 具       

 入口   あ   

 事業を  する際 基  考え  

 合 形  重 性 

４．課題整理 思考 枠組み 

 ロジ クモデルを 用 、課題を点 は く線   ぐ 

    と  理解する め 対話 

５．     組織    

 求めら る  を組織  どう  するか 

        識すべき視点 姿勢を後輩と   

６．実践  果創出 向  視点 

  功事例を生み出す め 取組 ケア 議  用  

 短期集中予防サービ  充実と 効性    

７．住民視点 地域 あ   

 住み す 地域、住み続   地域とは何かと う 質  問  

 実際 回答    

 地 事務所が    ヒアリ グを行 、現  課題を把握   るが、そ 情報を 

と  、 年間を通     あえ   かっ と感じ 。 ずは 部から   が 

強化を進め  き  。 
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  伴走   軸  指す           間  話 合 、 通 識を持っ 

うえ    制を構築   と思    。 

 住み す 地域、住み続   地域とは？ 

 短期集中予防サービ  充実、 効性    

 求めら る  を、 組織    する は何を伝え、何をすべきか。 

 伴走   入 口を固め、出口 ある地域資源 把握 整理も き 。今後は 功事例

を生み出   く め 、住民一 ひと  課題を解決する とを、ケア 議を通  

 っか と っ  き  。 

 ロジ クモデルを使っ 、課題を点 並べる  は く、線   ぎ、   と  理

解する対話を深め  。   

   組織とど  う 、          入る か、具     も含め 、話 

合 が  と思    。 

 ど  う   が きると良 か、  関係   識  、  が 効  用さ る 

め 情報提供 ど。疑問 解消から。 

 入口   あ   

 事業を  する際 基  考え     。 

      をするうえ 、 識  ほ  視点 姿勢を、後輩達と     。 

 合 形  重 性 

 

●今後 伴走       向  、取 上げ ほ   ーマ ご   

今後      向  は、 基礎 理解から実践 向上 応用段階      ア 

  を求める  が多く ら  。特 、具  事例    ロール レイ、実際   

を想定  演習 ど、  実践  学び 機   ニーズが高 。 

  、単発 研修 とど らず、 フォローア  研修   継続  情報   場 

 ど、学びを定着させる仕組み   性も多く指摘さ  。あわせ 、伴走   効果検

証 評価 視点、外部    用と っ 制度  運用   ーマ  関心も示さ   

る。 

 

■主  望  ーマ 

１．実践  キル 向上 

 感情を動かす言葉か  ロール レイ 

  ーチ グ キル  省 俯瞰   がる キル ど 具   キル向上 

 実際    演習をグルー ごと 行   と  望 

２．具  事例     用 

  くさん 具  事例をモデルと  学び   

 参加 が事例を持ち寄 、課題を検討する形式  期待 
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３．フォローア   継続  学び 場 

 研修後    取組を振 返る機  

 フォローア  研修 実施 年  回程度 も  

 AD同士 情報        場 継続 

 東北６  ど  横   が  維持 

４．チーム 組織  学び 工夫 

     バー  ワークを一部取 入 る と 相互理解を深める一  、  を 

   バー すると偏る めバラ  が   

５．評価 効果検証  関心 

  標設定 達      後  走   ど 把握 

 事業  をど  う 評価   る か知   と 声 

６．制度 運用面 関する視点 

  口減少下  外部    用 重 性 

 伴走  は、  パは高 がタイパは低   はと っ 示唆 

 OODAルー  ど新  フレーム  用  関心 

７． ーマ領域 広が  

 健康 ウェルビーイ グと っ 上 概念 関する ーマ提  

 実際 回答    

 実際        伴走  を実施  後    取組を振 返 、さら     

ア   きる機 も設    だき   す。 

 『健康』『ウェルビーイ グ』 

 感情を動かす言葉か  ロール レイ。 

  くさん 具  事例を、モデルと  学習   。ロール レイも  が、実例をそ

 ぞ 参加さ   々が、持ち寄 課題をみん  検討する ど。 

 伴走 基礎を学 せ   だ    、具   資質 向上 ど。例え  省 俯瞰 

  がる キル、 ーチ グ キル ど実践  キル ど学ぶ機 も希望  す。 

 今回 研修  ワーク も一 くら     バー  ワークもあっ ら、初回  

 チーム 相互理解 機  も ると思    。 だ、 ワークが    バーだと

熱く  すぎる場合もあると思う  、一回程度 もと思  す。今後も質 維持向上

 フォローア  機 継続  だ  らと思  す。 

 個々 伴走    標設定がどうだっ  か、そ  標は達  き  か、伴走  後

  走 き  る   がど くら ある か 々  事業 評価を厚生労働省がど

  う 捉え  る か知   。 

 伴走  は  パは高そうだが、タイパは低そう。 

  口減少 伴っ 行政  が減と る中、外部  を 用する は良 と思う 、丁寧

   を行っ  く は良 と思う。 
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 OODA ウーダ ルー     。 

 今回、我々が伴走        と  研修を受 、最終  は独 立ちを   く

 と 、    仲間を増    く とが  と る。そ  か 、我々も今回 研

修   を完  吸収 き わ  は く、慣 る   不安を抱える。そう っ と

き 、       研修 参加     向  フォローア  研修 を年 １度

 も     催をお願    。現地 もオ ライ  も今回顔を合わせ 東北６

  担当 と、定期    を   あえる機 を  だ るとあ が  と感じる。 

 AD同士 年  度 も顔を合わせ 情報    きると   と思    。 だ当

   制は未 立 部分があ  すが、今回様々 ADと顔を合わせ  と 、困っ 

も何とか るかもとパワーを  だ    。何らか 形 継続  だ るとあ が

   と思    。 

 実際    演習をグルー ごと  っ み   

 

４. 研修を通じたエレメント検証の視点 

本研修を通じて、委員会で整理してきたエレメントについて、実務運用上の着眼点を補う

機会となった。 

具体的には、当日の発言・ワークで言語化された「支援は個人完結ではなくチームで補完

的に発揮する」「中核推進役が関係者をつなぎ、状況に応じて進め方を調整する」「目的と手

段を取り違えないためにロジックモデルで流れを共有する」といった理解が示されたこと

により、エレメントを個人要件の網羅表としてではなく、役割の補完関係と連携設計を可視

化するための言語として扱う方向性が、実践の文脈に即して確認できた。 

あわせて、エレメントの表現や粒度については、実践場面を想定した際に 抽象度が高く

なり過ぎないこと（ただし特定の役割や個人に固定し過ぎないこと）、および 県・市町村・

外部支援者を含む複数関係者で共有・活用しやすい表現であることが重要な観点として浮

かび上がった。 

これらの観点は、委員会における「理想的な支援者像の提示ではなく、支援を進めるため

の共通言語としての整理」という意図と整合しており、「自分が担える部分」と「他者と補

完すべき部分」を見取る実務上の見取り図としての活用可能性を、一定程度確認することが

できた。 
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第７章 整理されたエレメントの全体像 

１. 伴走支援に必要なエレメントの構造 

本事業では、自治体による市町村伴走支援を進める上で、支援者に求められる力を「エレ

メント」として整理した。 

エレメントは、伴走支援に必要な要素を９つに整理したものであり、特定の職種や役割に

限定されるものではなく、支援の場面や関わり方に応じて発揮される要素として位置づけ

ている。 

 

これらのエレメントは、それぞれが独立した能力要件ではなく、知識・スキル・姿勢とい

った複数の側面が重なり合いながら構成されている。 

単に制度や手法を知っていること（知識）や、調整・支援を行うための技術（スキル）だ

けでなく、市町村の主体性を尊重し、ともに考え、ともに進めていく姿勢が重要であること

を前提に整理している。 

 

このような構造とすることで、エレメントは「到達すべき理想像」ではなく、支援の過程

の中で意識され、組み合わされる要素の集合として示されている。 

 

２. 中核推進役に特に求められるエレメント 

エレメントの整理にあたっては、すべての支援者に同じ要素を同じ水準で求めるもので

はないことも意識している。 

特に、県と市町村、関係機関等をつなぎながら支援を進める「中核推進役」においては、

複数のエレメントを横断的に意識し、関係者間の調整や方向性の共有を図る役割が期待さ

れる。 

 中核推進役に求められるエレメントは、現場で直接的な支援を担う役割とは異なり、 

➢ 全体像を把握する視点 

➢ 関係者の動きを整理し、つなぐ力 

➢ 状況に応じて支援の進め方を調整する柔軟性 

といった点に関わる要素が相対的に重視される。 

 

ただし、これらは特定の個人が単独で担うことを前提としたものではなく、地域や体制の

状況に応じて、複数の関係者が役割を分かち合いながら担われることを想定している。 

 

３. チームで担うエレメントの考え方 

本事業におけるエレメント整理では、伴走支援を「一人の支援者が完結させる支援」とし

て捉えないことを基本的な考え方としている。 

市町村支援の現場では、県職員、支援人材、関係機関等が関わる中で、それぞれの立場や
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強みを生かしながら支援が進められることが多い。 

そのため、エレメントは、すべてを一人で備えるべき要件ではなく、チームや体制全体と

して備わっていく要素として整理した。 

この考え方により、支援者や自治体が「自分（自分たち）には何ができ、どこを他の関係

者と補完し合うか」を考える際の視点として、エレメントを活用することが可能となる。 

 

４. エレメント整理図・一覧 

本事業で整理したエレメントは、図表や一覧として可視化している。 

エレメント整理図では、９つの要素の関係性や位置づけを示し、一覧では、それぞれのエ

レメントの内容を簡潔に整理している。 

 これらの成果物は、委員会や意見交換会での議論を踏まえて整理したものであり、支援者

像や伴走支援の考え方を共有するための共通資料としての活用を意図している。 

また、リーフレットとも直結する形で構成しており、今後、都道府県や関係者が支援体制

や人材育成を検討する際の参考資料として活用されることを想定している。 
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第８章 本事業から得られた成果と考察 

１. 本事業の成果整理 

本事業を通じて、自治体による市町村伴走支援に必要な要素を「エレメント」として整理

し、その構造や考え方を可視化することができた。 

これにより、これまで個々の経験や暗黙知として捉えられがちであった支援の在り方に

ついて、共通の言葉で整理し、共有できる枠組みが示されたといえる。 

また、エレメントを特定の人材に求める能力要件としてではなく、複数の関係者が関わる

中で発揮・補完される要素として整理した点は、支援体制や人材育成を検討する上での一つ

の視点を提供するものとなった。 

 委員会、意見交換会、研修を通じた議論や取組により、エレメントは単なる整理結果にと

どまらず、人材育成を考える際の視点、県と支援人材、市町村が関わる際の共通認識として

活用され得る可能性が示された。 

 

２. 東北地域における意義 

東北管内では、人口規模や地理的条件、支援体制の状況が県ごとに大きく異なる。また、

中山間地域の多さや冬季の積雪による移動制約、医療・介護資源が都市部に偏在する構造な

ど、気候・地勢に起因する共通の課題もみられる。一方で、震災などの災害経験や被災状況

の違いにより、支援の考え方や体制整備のアプローチには県ごとの特徴が存在することが、

意見交換を通じて明らかとなった。 

 こうした共通点と相違点を前提に、各県の取組や課題を持ち寄り、東北ならではの支援体

制の在り方を議論できたことは本事業の大きな意義である。特に、地理的・気候的制約が大

きい地域においては、支援者が一人で全てを担うのではなく、県・市町村・外部支援者が役

割を補完し合うチームとしての支援が重要であること、また、地域を熟知した支援者が伴走

することが効果的であるとの認識が共有された。 

その中で、伴走支援の在り方や支援人材に求められる要素について、共通する視点と、地

域特性に応じた工夫の必要性が整理されたことは、東北地域における意義の一つといえる。 

 さらに、各県が他県の状況や支援の工夫を参照することで、自県の取組を客観的に見直す

機会となり、今後の市町村支援や人材育成を発展させる上での基盤づくりにもつながった。

控えめな県民性や遠慮がちな相談傾向を踏まえ、住民の声を丁寧に引き出す支援者の姿勢

が特に求められる点も確認され、地域性を踏まえた伴走支援の重要性が再認識された。 

 

３. 全国展開・他地域への応用可能性 

本事業で整理したエレメントや検討プロセスは、東北地域に特有の事情に限定されるも

のではなく、今後、他地域において都道府県が市町村伴走支援の在り方を検討する際にも参

考となる要素を含んでいる。 

特に、伴走支援を特定の人材に依存させない考え方、エレメントを支援の質を高めるため
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の共通言語として整理する視点、委員会、意見交換会、研修を段階的につなげて検討を進め

るプロセスといった点は、地域の実情に応じて柔軟に応用され得るものと考えられる。 

 本事業の成果が、今後の市町村支援や人材育成の検討において、各地域での議論や取組を

進める際の参考となることが期待される。 
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第９章 今後に向けた課題と提言 

１. 都道府県による伴走支援体制構築に向けて 

本事業を通じて、伴走支援は特定の個人が担うものではなく、県職員や外部支援者など複

数の関係者が役割を分かち合いながら進めていくものであることが改めて確認された。 

一方で、各県においては、伴走支援をどのような体制で実施していくのか、役割分担や関与

の範囲が必ずしも明確でない状況も見られる。 

今後は、整理されたエレメントを活用しながら、 

➢ 県としてどの機能を担うのか 

➢ 外部人材や支援候補者とどのように連携するのか 

といった点について、各県の実情に応じた体制の整理が求められる。 

 また、市町村との関係性においても、「支援する・される」という構図にとどまらず、主

体性を引き出す関わり方を意識した支援の在り方を検討していく必要がある。 

 

２. 人材育成の継続・発展の視点 

本事業では、研修を通じて、伴走支援に必要な要素を「知る」だけでなく、「自分がどの

部分を担い得るのか」「他者とどう補完し合えるのか」を考える機会が提供された。 

しかし、こうした理解や気づきは、単発の研修のみで定着するものではない。今後は、実

践の場と結びついた学びの機会や意見交換や事例共有を通じた継続的な振り返りなどを通

じて、支援人材が経験を積み重ねながら力を高めていける仕組みづくりが課題となる。 

 特に、県内外の支援者同士がつながり、相談や情報交換ができる関係性を維持していくこ

とは、人材育成を継続していく上で重要な視点といえる。 

 

３. 今後の制度・事業への示唆 

本事業で整理したエレメントや支援計画書の雛型は、完成形を示すものではなく、各地域

の状況に応じて活用・修正されていくことを前提とした整理である。その意味で、今後の伴

走支援に関する制度や事業を検討する際には、全国一律の形を求めるのではなく、地域の特

性や体制の成熟度に応じた柔軟な運用が可能となる設計が望まれる。 

 また、都道府県が市町村支援を進める上で、支援の考え方を共有するための共通言語、関

係者間での認識合わせを行うためのツールとして、本事業の成果が活用されることが期待

される。 

今後、こうした取組が各地域に広がっていくことで、伴走支援の質の向上や、持続可能な

支援体制の構築につながることが考えられる。 
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参考資料 

・伴走支援人材育成研修資料（ロールプレイシナリオ） 

※講義資料は、著作権の関係で非公開とする 

・リーフレット（別添） 
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伴走支援人材育成研修資料（ロールプレイシナリオ） 

 ッショ ３_対  助 ポイ   内容 

【  】 

●5~10 程  ロ ルプレイ グ 

● 役 5名＋進行役 

 

【登場 物】 

Ａ    福祉   長補佐   包括           長  

社会福祉  会 第1 S   

    東北県庁   包括   当   ド イザ  

 

【   概 】 

１ 位置 規模 

➢      県南部 中山間   位     都  

➢    約 3.4 万  

➢    約 650km² 

➢   密  約 50   km² 

➢    山間部  街  混   冬季  雪      

２      高齢化 

➢     約 34,000   

➢ 65歳以    約 13,500   概ね  

➢      約40％ 

 県平均 約 35％ よ    め 

 県       進ん       一つ   う   

３       

➢  世帯  約 15,000 世帯 

➢       世帯 約 5,500 世帯 全  約 37％  

➢      世帯 約 3,000 世帯 全  約 20％  

➢      世帯 夫婦     約 2,300 世帯 全  約 15％  

４ 産     特徴 

➢      農  米 野菜  樹     場 製   小売       

➢        

 冬季 降雪            院 買 物 大     

 温泉  然景    光       光  一  役割 

          街  偏   周辺部     段 確       マ 

５                 

➢             おおよそ 4,500  前後     3割強  

➢           増    

  ４－１ 
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➢    場  ロ    

   式   11   程  

 社           場 80〜100   程  

➢    イメ ジ 

         像   理 十      

       場     側  十           

     一辺倒        場  う       

【 ナ オ台本】 

現
 
 
  

場
  

Ａ
Ｄ 

     

 
長
補
佐 

    
包
括 

  

Ｓ
Ｃ 

   

Ａ
Ｄ 

  

 
役 

⚫
 

今
 
は
、
Ａ
 
が
こ
の
 
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
皆
さ
ん
が
 

 
た
ち
で
進
め
て
い
け
る
形
を
一
緒
に
考
え
る
場
と
し
て
、
お
話
し
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

⚫
 

 
 
 
 
は
、
Ａ
 
の
 
り
 
み
を
応
 
す
る
お
 
伝
い
な
の
で
、
ま
ず
は
、
 
と
し
て

今
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
て
、
ど
こ
を
 
 
し
た
い
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

 ⚫
 

は
い
。
Ａ
 
と
し
て
は
、
第
９
期
の
 
画
で
掲
げ
て
い
る 

『
す
こ
や
か
に
暮
ら
す 

 

 
し
て
 
 
で
 
き
る
』
と
い
う
姿
に
近
づ
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 
 
 
 
の

 
 
 
が
 
 
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
 
で
 
 
の
 
い
の
場
や
集
い
の
場
の
 
け

皿
が
ま
だ
十
 
と
は
言
え
な
い
 
 
で
す
。 

 

⚫
 

 
い
の
場
の
 
 
も
、
 
 
で
き
て
い
る
の
は
一
部
だ
け
で
、
本
当
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

 
 
が
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
が…

 

 

⚫
 

そ
う
で
す
ね
。
社
 
と
し
て
は
、
サ
ロ
ン
や
 
 
の
集
ま
り
を1

0
0

か
 
近
く
 
 
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
 
で
は
１
１
 
 
と
い
う
 
字
を
 
し
て
い
て
、
だ
い
ぶ
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
ん
で
す
。 

 

⚫
 

な
る
ほ
ど
。
１
１
と
た
く
さ
ん
で
は
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
ね
。
今
 
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う

埋
め
て
い
く
か
も
含
め
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

シ
ナ
リ
オ
案 
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の
 

理 場
  

Ａ
Ｄ 

  
包
括 

   

Ａ
Ｄ 

  

包
括 

  

Ｓ
Ｃ 

  

Ａ
Ｄ 

 

 
長
補
佐 

  

県  
役 

⚫
 

ま
ず
は
「
 
 
」
の
話
か
ら
 
理
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
 
 
 
付
の
シ
ー
ト
、
今
ど
ん
な
 
 
で

す
か
？ 

 

⚫
 

こ
れ
ま
で
は
、
窓
 
に
来
ら
れ
た
 
に
 
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
し
て
、
「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
か
ら
「
サ
ー
ビ
ス
」
か
、

「
 
 
 
 
 
申
請
」
か
の
ほ
ぼ
２
択
、
と
い
う
流
れ
で
し
た
。
で
も
、
そ
れ
だ
と
本
当
は
 
い
の
場
で
十
 
か
も
し
れ
な
い

 
ま
で
、
い
き
な
り
サ
ー
ビ
ス
を
 
 
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か…

と
い
う
モ
ヤ
モ
ヤ
が
あ
っ
て
。 

 

⚫
 

（
う
な
ず
き
な
が
ら
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
や
り
 
を
 
け
た
と
き
、
Ａ
 
に
と
っ
て
ま
た
、
 
 
さ
ん
に
と
っ

て
、
ど
ん
な
 
り
ご
と
が
起
き
そ
う
で
す
か
？ 

 

⚫
 

サ
ー
ビ
ス
 
 
 
が
増
え
る
一
 
で
、
 
 
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
 
に
と
っ
て
は
仲
間

と
 
ご
す
 
択
肢
が
見
え
な
い
ま
ま
、
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
な
る
 
 
 
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

 
 
側
と
し
て
も
、
「
あ
の
 
、
急
に
 
い
の
場
に
来
な
く
な
っ
た
ね
」
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
気
づ
い
た
ら
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
の
 
子
は
こ
ち
ら
に
は
見
え
な
い…

。 

 

⚫
 

（
少
し
間
を
 
っ
て
）
な
る
ほ
ど
。
で
は
、
Ａ
 
と
し
て
大
 
に
し
た
い
 
 
の
考
え
 
を
、
一
言
で
言
う
と
何
で
し
ょ
う
？ 

 

⚫
 

（
少
し
考
え
て
）
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
前
に
、
 
 
と
い
う
 
択
肢
を
一
緒
に
考
え
る
 
 
に
し
た
い
、
で
す
か
ね
。
 
 
に

来
た
時
 
で
、
 
 
の
 
い
の
場
も
含
め
て
検
討
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

 

⚫
 

そ
う
な
る
と
、
今
の
２
択
で
は
 
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
一
般
 
 
 
 
と
し
て
 
 
の
場
を
紹
 
す
る
３
つ
 
の
 

択
肢
を
 
 
に
 
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
？ 

 

シ
ナ
リ
オ
案 
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県
・
Ｓ
Ｃ

を
ど
う
 

き
 
む
か 

 
 
の
 

理 場
  

Ｓ
Ｃ 

  

県 

  

 
長
補
佐 

  

Ａ
Ｄ 

  

包
括 

  

県 包
括 

  
Ａ
Ｄ 

 
役 

⚫
 

正
直
に
言
う
と
、
 
い
の
場
の
リ
ス
ト
を
作
る
の
は
 
当
大
変
で
し
た
。
で
も
、
集
め
て
み
た
ら
こ
ん
な
に
あ
っ
た
の
か
と
、
私

た
ち
 
 
も
驚
い
て
。 

 

⚫
 

そ
こ
は
是
非
、
県
を
 
っ
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
 
い
の
場
の
リ
ス
ト
 
や
 
 
、
ど
ん
な
表
現
に
す
る
と
わ
か
り
や
す
い

か
、
 
 
の
 
例
も
お
 
ち
し
ま
す
の
で
、
一
緒
に
 
理
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

⚫
 

 
は
、
県
に
そ
こ
ま
で
頼
ん
で
い
い
の
か
な
と
遠
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
て…

。
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
 
強
い
で
す

ね
。 

 

⚫
 

（
場
を
見
回
し
て
）
）
今
の
や
り
と
り
、
と
て
も
大
 
な
「
 
き
 
み
 
」
と
「
 
 
 
」
の
シ
ー
ン
で
す
ね
。
Ａ
 
の
皆
さ
ん

は
、
県
や
 
か
ら
の
 
 
 
を
ど
う
 
か
せ
そ
う
で
す
か
？ 

 

⚫
 

例
え
ば
、
 
の
ケ
ア
マ
ネ
 
け
 
明
会
で
、
県
と
し
て
の
考
え
 
を
一
緒
に
語
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
 
だ
け
で
は
伝
え
づ
ら
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
届
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 ⚫
 

そ
れ
は
ぜ
ひ
や
り
ま
し
ょ
う
。
 
と
県
が
同
じ
 
 
を
 
い
て
い
る
と
伝
わ
る
よ
う
な
場
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
た
い
で
す
。 

⚫
 

は
い
。
今
、
 
 
 
付
シ
ー
ト
を
３
択
に
改
良
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
て
、
「
 
 
・
一
般
 
 
 
 
」
「
 
 
 
 
」
「
 

 
 
申
請
」
に
 
け
る
案
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

い
い
で
す
ね
。
そ
の
３
択
が
現
場
で
 
き
た
ツ
ー
ル
に
な
る
た
め
に
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
確
 
し
て
お
い
た
 
が
よ
い
ポ
イ
ン
ト

は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？ 

シ
ナ
リ
オ
案 
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具
 
 
な

 
の
一
歩

を
決
め
る

（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

進
 
） 

 
 
と
 

 
の
 
 

順
位
を
決

め
る 

場
  

Ａ
Ｄ 

  

包
括 

  

Ｓ
Ｃ 

 

Ａ
Ｄ 

  
 
長
補
佐 

 

包
括 

  

Ｓ
Ｃ 

  

Ａ
Ｄ 

  

 
長
補
佐 

 
役 

⚫
 

で
は
、
最
後
に
 
の
一
歩
を
具
 
 
し
て
終
わ
り
ま
し
ょ
う
。
１
～
２
か
月
の
間
に
、
何
を
や
り
き
る
と
山
を
一
つ
越
え
た
と
言

え
そ
う
で
し
ょ
う
か
？ 

 ⚫
 

１
つ
 
は
、
 
 
包
括
 
 
 
け
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
＆
 
 
 
付
シ
ー
ト
の
勉
強
会
で
す
。
 
本
 
な
理
念
を
 
 
し
つ
つ
、

新
し
い
３
択
シ
ー
ト
の
た
た
き
台
を
 
っ
て
み
た
い
で
す
。 

 

⚫
 

２
つ
 
は
、
 
い
の
場
の
リ
ス
ト
を
、
 
と
社
 
で
一
 
見
え
る
 
会
 
に
か
け
る
こ
と
。
ど
ん
な
 
を
 
け
 
め
ら
れ
る
場
か

と
い
う
 
 
で
、
簡
 
な
 
 
を
試
し
て
み
た
い
で
す
。 

⚫
 

も
う
一
つ
、
 
 
（
卒
 
）
の
話
も
よ
く
 
て
き
ま
す
が
、
今
の
Ａ
 
の
 
 
を
踏
ま
え
る
と
、
何
か
ら
 
を
つ
け
る
の
が
現
 

 
で
し
ょ
う
か
？ 

 

⚫
 

卒
 
の
流
れ
も
大
 
で
す
が
、
正
直
言
う
と
今
は
ま
ず
 
 
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
を
 
 
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

 
 
で
、
 
い
の
場
な
ど
の
 
 
の
 
択
肢
を
き
ち
ん
と
紹
 
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
結
 
 
に
卒
 
し
や
す
い
 
 
も
見
え

て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。 

 

⚫
 

 
い
の
場
側
で
も
、
卒
 
を
 
け
 
め
る
場
を
ど
う
つ
く
る
か
、
 
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
た
と
き
に
 
 
さ
ん
と
一
緒
に

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
も
、
 
 
の
 
理
と
セ
ッ
ト
で
考
え
て
い
け
そ
う
で
す
。 

 

⚫
 

で
は
、
今
期
中
に
や
る
こ
と
と
来
期
以
降
に
育
て
て
い
く
こ
と
を
 
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

今
期
は
 
 
の
 
理
と
 
い
の
場
リ

ス
ト
の
見
え
る
 
、
来
期
は
卒
 
の
仕
 
み
づ
く
り
と
い
う
 
理
で
い
か
が
で
す
か
？ 

 

⚫
 

そ
う
で
す
ね
。
今
期
は
 
 
と
 
 
 
 
の
見
え
る
 
を
ゴ
ー
ル
に
し
て
、
来
 
 
以
降
に
卒
 
や
 
 
の
仕
 
み
を
育
て
て
い

く
、
と
い
う
進
め
 
が
よ
さ
そ
う
で
す
。 

シ
ナ
リ
オ
案 
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ロ
ー
ル
プ

レ
イ
後
の

振
り
 
り 

具
 
 
な

 
の
一
歩

を
決
め
る

（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

進
 
） 

場
  

進
行
役 

    

県 

  
Ａ
Ｄ 

 
役 

対
 
ス
キ
ル
（
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

⚫
 

Ａ
Ｄ
や
県
の
 
わ
り
 
で
「
良
い
な
」
と
 
じ
た
 
い
か
け
・
言
葉
か
け
は
ど
こ
で
し
た
か
？ 

⚫
 

逆
に
、
 
 
な
ら
ど
う
声
を
か
け
直
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
か
？ 

 

協
働
ス
キ
ル
（
巻
き
込
み
力
・
受
 
力
） 

⚫
 

Ａ
 
側
は
、
県
や
Ｓ
Ｃ
を
ど
の
よ
う
に
 
き
 
み
、
 
 
し
て
い
ま
し
た
か
？ 

⚫
 

ご
 
 
の
現
場
で
は
、
「
遠
慮
し
て
頼
め
て
い
な
い
 
 
」
は
誰
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 
例
判
断
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
進
力 

⚫
 

「
 
 
を
 
 
す
る
」
と
い
う
判
断
の
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？
皆
さ
ん
の
 
係
す
る
 
 
 

で
、
同
じ
よ
う
に
今
期
や
る
こ
と
／
来
期
以
降
に
育
て
る
こ
と
を
 
け
る
と
し
た
ら
、
何
と
何
に
な
り
そ
う
で
す
か
？ 

⚫
 

３
つ
 
に
、
ケ
ア
マ
ネ
と
 
師
会
を
 
き
 
ん
だ
、
 
 
像
の
検
討
会
。
Ａ
 
案
を
ベ
ー
ス
に
、
県
も
一
緒
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

⚫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
の
 
理
、
 
い
の
場
の
見
え
る
 
、
 
 
像
の
検
討
。
こ
の
３
つ
が
、
Ａ
 
の
 
 
 
 
の
核

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
 
 
チ
ー
ム
も
、
皆
さ
ん
が
決
め
た
こ
の
３
つ
を
、
全
 
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

シ
ナ
リ
オ
案 
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 ッショ ３_対  助 ポイ   内容 

【  】 

●5~10 程  ロ ルプレイ グ 

● 役 5名＋進行役 

 

【登場 物】 

         係長 

  包括           長  

社会福祉  会             当   

    東北県庁   包括   当  

 ド イザ  

 

【   概 】 

１ 位置 規模 

➢      県 県庁   近郊 位    都 近郊   都  ベッド ウ   

➢    約 ４.6 万  

➢    約 35km² 

➢   密  約 1,300   km² 

➢    平  丘陵  混   鉄道駅 幹線道路沿      商   広   

２      高齢化 

➢     約 46,000   

➢ 65歳以    約 13,000   

➢      約28％ 

 県平均 約 30％前後  同程 だ      ュ  ウ      進行中 

 子育 世帯   世帯 混   都 近郊     抱     

３       

➢  世帯  約 22,000 世帯 

➢       世帯 約 7,000 世帯 全  約 32％  

➢      世帯 約 3,200 世帯 全  約 15％  

➢      世帯 夫婦     約 2,800 世帯 全  約 13％  

    集               増      

４ 産     特徴 

➢         小売          福祉 物流 係 中         隣接  中核  政

令    勤  学 行うベッド ウ  

➢        

 車   世帯       一      後    段 大     

 商      機     そろ          中     閉じ      つ 

   各     マ     新興          会   会   差    

  ４－２ 
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  

５                 

➢             おおよそ 3,800  前後     3割弱  

➢                    半  イ                       

給付費  限   超  

➢ 一般       イ フォ マル    

     一般        操教室    場    複     卒 後 行      理

       

 社     よ  ロ  見守  買 物     イ フォ マル    一  存  

➢              イメ ジ 

 チェッ         該当  ばほぼ           お          一般   イ フ

ォ マル       グ 曖昧 

          半  イ     集中      ず イ  う流   じ    

                一般      理  け    費 ミュレ      際   

   突       再 築 検討中 
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【 ナ オ台本】 

現
 
と
 

 
す
姿
の

 
  

場
  

Ａ
Ｄ 

        

係
長 

      

包
括 

      

 
役 

⚫
 

今
 
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｂ
 
で
は
こ
の
 
か
月
、
 
 
 
 
の
 
 
の
考
え
 
と
し
て
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
や
窓
 
フ
ロ
ー
の
検
討
や
、
一
般
 
 
 
 
 
 
の
位
 
づ
け
、
新
し
く
検
討
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ｃ
と

し
て
 
 
と
 
 
、
今
、
 
 
が
 
い
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ａ
と
し
て
の
半
 
デ
イ
の
あ
り
 
な
ど
、
い
わ
ば
「
誰
に
、
ど
の
段

 
で
、
ど
ん
な
 
 
や
サ
ー
ビ
ス
を
 
 
し
て
も
ら
う
か
」
を
考
え
る
た
め
に
 
科
会
を
 
ち
 
げ
グ
ル
ー
プ
に
 
か
れ
て
考

え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
形
で
進
め
て
い
け
る
 
 
 
は
少
な
い
中
、
よ
く
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。 

⚫
 

忙
し
い
 
務
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
進
め
て
き
た
こ
と
で
何
が
 
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ま
に
一
言
ず
つ
、
聞
か

せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

は
い…
。
今
ま
で
は
誰
か
が
し
て
く
れ
る
も
の
と
少
し
引
き
気
味
で
 
 
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
 
科
会
を
作
っ
て
か

ら
は
わ
が
ご
と
意
識
が
 
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
 
 
 
の
 
に
は
、
で
き
れ
ば
 
み
慣
れ
た
こ
の
 
で
、
必
 
な

 
 
や
サ
ポ
ー
ト
を
 
け
な
が
ら
、
こ
の
ま
ち
で
 
ご
せ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
 
を
増
や
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
 
 
で
で
き
る
こ
と
は
 
け
て
い
け
る
 
 
を
長
く
 
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
 
 
 
 
を
 
み
 
て
直
し
て
、
何
 
か
の
ち
に
は
結
 
と
し
て
 
限
超
 
も
な
く
な
れ
ば
よ
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

⚫
 

現
場
と
し
て
は
、
 
 
 
を
払
っ
て
い
る
し
、
あ
の
 
も
行
っ
て
い
る
し
、
私
も
そ
こ
の
デ
イ
で
 
 
し
た
い
と
強
く
 
 
さ

れ
た
り
、
家
族
の
 
 
を
確
 
す
る
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
 
 
も
や
む
を
 
な
い
か
と
思
っ
て
ま
し
た
。
 
 
の
 
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
と
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
 
 
 
 
の
話
を
聴
い
た
り
、
改
め
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
っ
て
な

ん
だ
っ
け
？
と
思
う
と
、
私
た
ち
が
こ
こ
で
踏
ん
張
る
必
 
が
あ
る
こ
と
を
 
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
簡
 
じ
ゃ
な
い

で
す
け
ど
。
今
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
１
 
で
 
 
 
 
 
と
し
て
デ
イ
に
 
う
 
法
は
改
善
の
必
 
が
あ
る
と
よ
う
や
く
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

シ
ナ
リ
オ
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現
 
と
 

 
す
姿
の

 
  

場
  

社
  

    

県 

   

Ａ
Ｄ 

 
役 

⚫
 

僕
ら
も
 
 
福
祉
の
 
 
か
ら
、
 
 
づ
く
り
進
め
て
き
て
る
し
、
 
 
で
は
、
 
 
 
 
で
 
え
 
う
 
き
も
少
し
ず
つ
 
て
き
て

い
ま
す
。
犬
の
散
歩
を
 
伝
う
と
か
、
家
の
片
づ
け
を
一
緒
に
や
る
と
か…

。
た
だ
、
 
の
 
 
 
 
と
 
 
の
 
 
 
な
 
 
を
ど

う
結
び
つ
け
て
い
く
か
、
 
 
の
や
ら
さ
れ
 
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
が
悩
み
で
す
。
改
め
て
、
社
 
で
 
進
し
て
い
る
こ
と
と

 
の
 
 
 
 
を
融
 
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
 
 
 
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

⚫
 

県
と
し
て
は
、
Ｂ
 
が
、
 
限
超
 
だ
か
ら
削
る
で
は
な
く
、
必
 
な
 
に
必
 
な
 
 
が
届
く
よ
う
に
 
み
替
え
る
こ
と
を
後
押
し

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
 
は
、
こ
れ
ま
で
作
っ
て
こ
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
 
い
な
が
ら
、
こ
の
 
 
で
ど

こ
ま
で
や
る
そ
う
か
を
一
緒
に
 
理
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
お
話
を
聞
く
と
、
Ｂ
 
と
し
て
は
、
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
を
ち
ゃ
ん
と
や
り
た
い
。
で
も
現
 

は
、
 
 
も
 
 
も
少
し
サ
ー
ビ
ス
あ
り
き
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
 
 
費
の
 
限
も
 
な
っ
て
い
る…

と
い
う
 
 
で
す
ね
。 

⚫
 

今
 
の
進
め
 
で
す
が
、
 
前
に
打
ち
 
わ
せ
て
い
た
と
お
り
、
①
ま
ず
今
の
 
字
と
流
れ
を
一
緒
に
 
る
、
②
 
に
、
誰
に
何
を
 

 
し
て
変
え
る
か
を
考
え
る
、
③
最
後
に
、
今
 
 
～
２
 
く
ら
い
で
や
る
一
歩
を
 
理
す
る
と
い
う
順
番
で
検
討
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
で
は
、
 
字
の
と
こ
ろ
か
ら
、
教
え
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
か
？ 

シ
ナ
リ
オ
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の
現
 
の

見
え
る
  

場
  

Ａ
Ｄ 

 

係
長 

     

県 

   

Ａ
Ｄ 

  

包
括 

     

Ａ
Ｄ 

 

 
役 

⚫
 

Ｂ
 
で
大
変
苦
労
し
て
作
 
さ
れ
た
 
 
費
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
も
う
一
 
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
 
明
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？ 

 

⚫
 

（
 
 
を
見
せ
な
が
ら
）
は
い
。
県
か
ら
い
た
だ
い
た
シ
ー
ト
に
、
８
５
歳
以
 
 
 
の
 
 
を
 
れ
て
、
 
 
Ｃ
・
 
 
Ｃ
を
 
 

し
た
場
 
の
 
 
を
 
 
き
し
試
算
し
ま
し
た
。
来
 
 
、
後
半
か
ら
 
 
の
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ｃ
、
 
 
の
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ｃ
を

 
れ
て
い
く
と
、
今
の
半
 
デ
イ
の
 
 
の
見
直
し
と
 
わ
せ
て
、
令
和
９
 
 
以
降
は
 
限
を
下
回
る
見
 
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
来
 
５
月
に
 
 
 
 
 
が
１
つ
減
る
 
 
も
あ
り
、
あ
ま
り
 
 
の
調
 
を
し
す
ぎ
る
と
、
 
 
 
 
の
 
 
 
の
 
け
 

れ
が
難
し
く
な
る
の
で
は
と
 
 
が
あ
り
ま
す
。 

 

⚫
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 
は
、
 
 
の
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ⅽ
を
試
行
 
に
展
 
し
な
が
ら
、
 
 
か
け
て
 
限
 
に
収
ま
る
よ
う
に
 
画

を
 
て
ら
れ
て
い
る
 
じ
で
す
。
た
だ
、
 
 
 
の
キ
ャ
パ
や
、
 
材
確
 
は
 
字
だ
け
で
は
見
え
な
い
の
で
、
そ
こ
は
 
と
一
緒
に

現
場
と
も
す
り
 
わ
せ
を
し
な
が
ら
見
て
い
く
必
 
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
 
で
、
 
 
の
 
 
と
し
て
 
や
 
 
 
 
の
場
 
で
の
工
夫
や
一
般
 
 
 
 
の
現
場
で
は
、
ど
ん

な
 
 
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
包
括
の
○
○
さ
ん
、
最
近
 
理
し
て
い
た
だ
い
た
 
 
の
 
 
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
。 

 

⚫
 

は
い
。
今
は
、
 
 
か
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
か
を
迷
わ
れ
て
い
る
 
に
 
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
１
項
 
で
も
該
当
す
る
と
ほ
ぼ
 
 

 
 
 
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
 
 
 
 
 
は
 
 
 
１
よ
り
サ
ー
ビ
ス
 
 
頻
 
は
 
い
 
 
に
な
っ
て
い
て
、
デ
イ
に
週
２
回

行
け
る
か
ら
 
 
 
 
 
で
い
い
で
す
よ
ね
と
い
う
流
れ
が
 
く
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
も
 
 
と
 
じ
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、
 
 

が
必
 
な
 
、
 
 
 
 
で
十
 
な
 
、
一
般
 
 
 
 
 
 
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
良
い
 
を
き
ち
ん
と
 
け
た
い
の
で
す

が
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
 
 
も
あ
っ
て
、
線
引
き
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
な
の
で
、
こ
こ
の
改
善
が
必
 
か
と
 
じ
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

な
る
ほ
ど…

。
 
 
で
ほ
ぼ
全
 
 
 
 
 
 
、
 
 
で
は
卒
 
後
の
行
き
 
が
わ
か
り
に
く
い
、
そ
の
結
 
、
 
 
 
 
に
 
と
お

金
が
た
ま
り
や
す
い
 
 
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
社
 
の
○
○
さ
ん
、
社
 
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
 
 
は
今
ど
の
く
ら
い
 
い

て
い
る
の
で
す
か
？ 

シ
ナ
リ
オ
案 
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今
後
１
～

２
 
の
 

 
 
 
の

決
  

 
 
 
 

の
現
 
の

見
え
る
  

場
  

Ａ
Ｄ 

  

係
長 

   

社
  

    

Ａ
Ｄ 

 
役 

⚫
 

み
な
さ
ん
が
考
え
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
具
 
 
に
 
 
し
よ
う
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

か
、
少
し
具
 
 
な
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

例
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ｃ
で
す
が
、
ま
ず
、
ど
ん
な
 
を
 
 
に
す
る
か
と
い
う
 
 
の
部
 
を
 
理
す
る
必
 
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
漠
然
と
元
気
に
な
れ
そ
う
な
 
を
探
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
 
病
や

 
 
L
 I 
 
L

が
ど
う
い
っ
た
 

 
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
 
っ
て
い
る
か
な
ど
含
め
て
、
 
理
が
必
 
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
 
 
の
 
 
だ
け
で
な
く
、

元
気
に
な
っ
た
 
 
が
 
 
 
を
維
 
で
き
る
よ
う
に
 
 
の
 
 
も
 
理
も
必
 
だ
と
思
い
ま
す
。 

 ⚫
 

ど
ん
な
 
 
が
あ
る
か
、
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う
意
見
を
 
け
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
 
 
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
マ
ー

ジ
ャ
ン
や
サ
ロ
ン
、
見
守
り
 
 
な
ど
、
 
 
が
 
 
で
や
っ
て
い
る
場
は
だ
い
ぶ
 
 
 
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
役
場
や
包
括
か
ら
「
こ
こ
を
紹
 
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
具
 
 
な
流
れ
が
ま
だ
弱
く
て…

。
 
 
側
は
「
や
る
気
は
あ
る

け
れ
ど
、
ど
こ
ま
で
行
政
と
一
緒
に
す
る
の
か
」
を
も
っ
と
み
ん
な
で
話
し
 
う
必
 
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
科
会
で
集
中
し
て
 
当
部
門
の
流
れ
を
確
 
で
き
た
こ
と
で
、
改
善
 
が
具
 
 
に
 
て
き
た
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
の
 
 
を
 
理
す
る
と
、
 
 
 
の
 
 
の
 
 
像
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
や
 
 
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ポ
ー
ト
 
 
を
適
正
に
 
 
で
き
る
よ
う
 
 
の
 
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
、
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ⅽ
の
よ
う
な
フ
レ
イ
ル
か
ら

の
脱
却
を
 
 
す
 
 
を
 
 
す
る
 
、
リ
ハ
 
 
デ
イ
な
ど
の
 
 
 
理
、
社
 
が
 
 
し
て
き
て
い
る
 
 
と
 
 
 
 
の

接
 
・
融
 
を
 
 
す
な
ど
具
 
 
な
案
が
 
理
さ
れ
る
と
 
限
超
 
も
結
 
と
し
て
範
囲
 
に
収
ま
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。 

⚫
 

サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ⅽ
を
段
 
 
に
 
れ
れ
ば
、
 
 
で
 
限
 
に
戻
せ
る
見
 
み
。
 
 
と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
 
 
が

ほ
ぼ
全
 
 
 
 
 
 
に
な
っ
て
い
て
、
 
 
 
像
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
サ
ー
ビ
ス
 
 
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
や
 
 
の
 
 

と
し
て
、
一
般
 
 
 
 
 
 
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
場
は
あ
る
が
、
卒
 
後
の
行
き
 
と
し
て
 
理
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
誰
に
、
ど
の
段
 
で
、
ど
の
 
 
を
 
う
か
が
ま
だ
描
き
切
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

シ
ナ
リ
オ
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今
後
１
～

２
 
の
 

 
 
 
の

決
  

場
  

包
括 

    
社
  

   

県 

    

Ａ
Ｄ 

 
役 

⚫
 

私
も
係
長
の
考
え
と
同
 
、
ま
ず
は
、
包
括
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
 
を
従
前
、
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ⅽ
、
一
般
 
 
 
 
 
 
に

振
り
 
け
る
か
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
 
応
す
る
 
は
ど
ん
な
 
か
・
・
・
な
ど
を
包
括
 
 
セ
ン
タ
ー
 
で
同
じ
 
 
で
振
り

 
け
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
包
括
 
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
（
案
）
を
み
ん
な
で

仕
 
げ
て
い
く
こ
と
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

そ
れ
を
し
て
も
ら
え
る
と
、
僕
ら
も
 
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
 
 
 
 
の
 
み
直
し
を
考
え
る
な
ら
、
 
 
 
 
の

 
き
を
試
し
て
み
る
場
も
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 
ま
で
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど
の
試
行

 
 
の
枠
を
 
い
な
が
ら
、
麻
雀
や
掃
除
な
ど
を
小
さ
く
始
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

⚫
 

み
な
さ
ん
、
超
 
忙
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
具
 
 
な
 
 
を
考
え
て
く
れ
て
い
て
と
て
も
 
強
く
 
じ
て
い
ま
す
。
県
と
し
て
も
、

 
 
・
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ｃ
や
 
 
の
 
き
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
く
、
一
つ
の
絵
に
な
る
よ
う
に
お
 
伝
い
し
た
い
で
す
。
 
 

 
 
費
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ｃ
の
 
 
時
期
や
 
 
の
想
 
を
、
Ｂ
 
と
一
緒
に
も
う
少
し
具
 
 

す
る
必
 
が
あ
る
か
な
と
 
じ
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
こ
の
１
～
２
 
で
や
る
こ
と
を
 
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
 
理
し
直
し
た
結
 
の
ま
と
め
） 

 

シ
ナ
リ
オ
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役
割
と
 

の
一
歩
の

確
  

場
  

Ａ
Ｄ 

          

県 

   

Ａ
Ｄ 

   

社
  

 
役 

⚫
 

み
な
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
結
 
を
ま
と
め
て
お
伝
え
し
ま
す
ね
。
１
つ
 
は
、
 
 
・
 
 
 
像
の
ル
ー
ル
 
で
す
。
 

 
 
 
の
従
前
サ
ー
ビ
ス
が
必
 
な
 
、
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ｃ
を
 
う
 
、
一
般
 
 
 
 
 
 
で
 
応
 
 
な
 
、
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
 
 
の
 
 
で
十
 
な
 
。
こ
の
４
つ
に
、
Ｂ
 
の
 
 
 
の
あ
り
た
い
姿
を
当
て
は
め
て
み
る
作
 
を
、
 
 
 
 

 
・
包
括
・
社
 
で
〇
月
ま
で
に
 
 
し
、
 
 
作
 
に
挑
む
。
そ
の
 
で
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
窓
 
フ
ロ
ー
を
、
４
つ
の
ど

れ
に
案
 
し
た
い
の
か
が
 
か
る
よ
う
に
描
き
直
し
て
い
く
。
こ
こ
は
、
〇
月
く
ら
い
ま
で
に
 
り
か
か
る
。 

（
係
長
・
包
括
う
な
ず
く
） 

⚫
 

２
つ
 
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
 
 
Ⅽ
の
試
行
と
 
 
 
 
の
 
限
額
の
確
 
で
す
。
Ｃ
 
の
 
察
で
イ
メ
ー
ジ
を
具
 
 
し
つ
つ
、

Ｂ
 
で
は
、
 
 
を
絞
っ
た
モ
デ
ル
 
 
と
し
て
始
め
る
。
 
 
費
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
 
績
を
照
ら
し
 
わ
せ
て
、
 
限
 

に
お
さ
ま
り
そ
う
か
を
 
 
 
確
 
。
こ
の
段
 
で
は
、
全
 
に
 
 
・
Ｃ
を
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
誰
に
 
う
と
 
 
が
 
い

か
、
み
ん
な
で
考
え
た
 
 
に
を
試
す
期
間
と
位
 
付
け
る
。 

 

⚫
 

県
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
も
、
モ
デ
ル
 
 
の
結
 
を
 
れ
な
が
ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
こ
の
 
 
・
 
 
な
ら

大
丈
夫
と
い
う
ラ
イ
ン
を
、
一
緒
に
探
っ
て
い
く
と
い
う
 
 
 
が
う
ち
だ
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
思
い
違
い
な
い
で
す

か
？ 

 ⚫
 

３
つ
 
は
、
 
 
側
の
 
理
。
一
般
 
 
 
 
 
 
の
チ
ラ
シ
を
、
 
 
 
や
 
 
強
 
が
 
か
る
よ
う
に
〇
月
ま
で
に
作
り
直

す
。
卒
 
後
の
行
き
 
と
し
て
、
社
 
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
 
 
マ
ッ
プ
と
一
 
で
見
せ
て
い
く
。
こ
こ
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
 
 

Ｃ
の
試
行
と
並
行
し
て
、
 
 
し
て
い
く
。
間
違
い
は
な
い
で
す
か
？ 

 ⚫
 

は
い
。
 
 
 
 
の
試
行
 
 
の
枠
も
 
 
し
て
、
 
 
で
の
モ
デ
ル
を
 
 
を
し
な
が
ら
、
Ｂ
 
の
 
 
 
 
の
 
 
に
つ
な

い
で
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

シ
ナ
リ
オ
案 
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役
割
と
 

の
一
歩
の

確
 
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト

 

進

 
） 

場
  

Ａ
Ｄ 

  

包
括 

   

社
  

    

県 

  

係
長 

   

Ａ
Ｄ 

 
役 

⚫
 

で
は
最
後
に
、
今
ま
で
の
 
 
を
と
お
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
 
じ
た
か
、
考
え
た
か
に
つ
い
て
、
一
 
ず
つ
一
言
も
ら
っ
て
終

わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

 
 
 
 
も
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
族
に
押
し
切
ら
れ
る
こ
と
が
 
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
回
こ
の
 
速
 
を
と
お
し
て
、
も

っ
と
早
い
段
 
で
行
政
の
 
と
 
話
す
る
時
間
を
も
っ
て
、
も
っ
と
早
く
話
し
 
っ
て
 
い
た
ら
良
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま

す
。
 
 
っ
て
、
 
話
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
っ
て
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ
期
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

⚫
 

社
 
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
 
 
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
き
た
 
 
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ま
ち
全
 
で
考
え
た
時
、
や
は
り
行
政

と
も
っ
と
 
話
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
は
一
緒
に
で
き
る
こ
と
も
そ
う
だ
け
ど
、
役
割
 
 
と
い
う
こ
と
を
意

識
し
て
、
 
 
の
思
い
を
 
か
し
た
 
り
 
み
を
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
 
し
な
が
ら
、
 
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

⚫
 

県
と
し
て
は
、
Ｂ
 
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
結
 
 
に
 
限
超
 
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
 
 
の
 
 

提
供
も
行
い
な
が
ら
、
 
 
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

最
初
は
、
や
る
べ
き
こ
と
が
山
 
み
す
ぎ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
へ
こ
む
こ
と
が
 
か
っ
た
け
ど
、
一
つ
一
つ
の
こ
じ
れ
た
 
柄
を

紐
解
い
て
い
く
と
、
 
は
 
純
な
こ
と
だ
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。
１
 
で
抱
え
 
み
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
も
っ
と
み
ん
な
を
頼
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

み
な
さ
ん
、
い
ろ
ん
な
思
い
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
 
で
抱
え
 
ま
ず
、
 
話
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
み
な
さ
ん
が
 
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
 
回
の
 
 
で
は
“
い
つ
・
誰

が
・
ど
の
順
番
で
や
る
か
に
落
と
し
 
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
Ｂ
 
の
 
 
 
が
、
必
 
な
と
き
に
、
必
 
な
 
 
と
 
 
の
 

に
つ
な
が
れ
る
 
 
 
 
に
な
る
よ
う
、
引
き
 
き
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
本
 
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

シ
ナ
リ
オ
案 
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ロ
ー
ル
プ

レ
イ
後
の

振
り
 
り 

場
  

進
行
役 

    

 
役 

対
 
ス
キ
ル
（
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

⚫
 

 
 
費
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
話
が
中
 
に
な
る
中
で
、
Ａ
Ｄ
や
県
は
、
ど
ん
な
 
い
か
け
・
言
葉
か
け
で
、
Ｂ
 
の
「
め
ざ

す
姿
」
や
 
 
を
引
き
 
し
て
い
ま
し
た
か
？ 

 

協
働
ス
キ
ル
（
巻
き
込
み
力
・
受
 
力
） 

⚫
 

Ｂ
 
側
は
、
県
・
包
括
・
社
 
そ
れ
ぞ
れ
を
、
ど
の
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
 
づ
け
、
何
を
頼
も
う
と
し
て
い
ま
し
た

か
？ 

⚫
 

ご
 
 
の
現
場
で
は
、
「
遠
慮
し
て
十
 
に
頼
め
て
い
な
い
 
 
」
は
誰
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
 
に
、
ま
ず
、
ど
ん
な
 
 
の
仕

 
な
ら
で
き
そ
う
で
す
か
？ 

 

 
例
判
断
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
進
力 

⚫
 

こ
の
Ｂ
 
の
場
 
で
は
、
 
 
（
 
 
 
像
・
フ
ロ
ー
）
／
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
の
試
行
／
一
般
 
 
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
 
理
と
い

う
３
本
柱
の
う
ち
、
「
こ
の
１
～
２
 
で
ど
こ
に
 
を
 
れ
る
か
」
を
ど
う
 
理
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
か
？ 

⚫
 

皆
さ
ん
の
 
係
す
る
 
 
 
で
、
同
じ
よ
う
に
こ
の
 
 
で
ま
ず
テ
コ
 
れ
し
た
い
の
は
ど
こ
か
、
そ
の
 
の
段
 
で
 
り
 
む

の
は
何
か
を
 
け
る
と
し
た
ら
、
何
と
何
に
な
り
そ
う
で
す
か
？  

シ
ナ
リ
オ
案 
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 ッショ ３_対  助 ポイ   内容 

【  】 

●5~10 程  ロ ルプレイ グ 

● 役 5名＋進行役 

 

 

【登場 物】 

Ａ    福祉   長補佐   包括           長  

社会福祉  会 第1 S   

    東北県庁   包括   当   ド イザ  

 

【   概 】 

１ 位置 規模 

➢      県南部 中山間   位     都  

➢    約 3.4 万  

➢    約 650km² 

➢   密  約 50   km² 

➢    山間部  街  混   冬季  雪      

２      高齢化 

➢     約 34,000   

➢ 65歳以    約 13,500   概ね  

➢      約40％ 

 県平均 約 35％ よ    め 

 県       進ん       一つ   う   

３       

➢  世帯  約 15,000 世帯 

➢       世帯 約 5,500 世帯 全  約 37％  

➢      世帯 約 3,000 世帯 全  約 20％  

➢      世帯 夫婦     約 2,300 世帯 全  約 15％  

４ 産     特徴 

➢      農  米 野菜  樹     場 製   小売       

➢        

 冬季 降雪            院 買 物 大     

 温泉  然景    光       光  一  役割 

          街  偏   周辺部     段 確       マ 

５                 

➢             おおよそ 4,500  前後     3割強  

➢           増    

  ４－３ 
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➢    場  ロ    

   式   11   程  

 社           場 80〜100   程  

➢    イメ ジ 

         像   理 十      

       場     側  十           

     一辺倒        場  う       
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【 ナ オ台本  案  ナ オ   ジ   】 

 
 
の
 

理 現
 
 
  

場
  

Ａ
Ｄ 

  

包
括 

  

Ａ
Ｄ 

   

 
長
補
佐 

Ａ
Ｄ 

      

 
長
補
佐 

  

Ａ
Ｄ 

 
役 

⚫
 

 
 
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
 
 
録
な
ど
も
拝
見
し
ま
し
た
が
、
今
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
か
 
 
申

請
か
と
い
う
２
択
が
中
 
で
す
よ
ね
。 

 

⚫
 

は
い
。
窓
 
に
来
ら
れ
た
 
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
 
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
ぐ
か
、
 
 
 
 
 
申
請
か
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
 
い
で
す
。 

 

⚫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
の
 
で
も
同
じ
よ
う
な
 
 
が
 
い
の
で
す
が
、
最
近
は
、
 
 
で
３
つ
に
 
け
る
 
法
も

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
１

．
 
 
・
一
般
 
 
 
 
、
２

． 

 
 
 
 
、
３

．
 
 
 
 
 
申
請
の
３
つ
で
す
ね
。
Ａ
 
さ

ん
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
 
け
 
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？ 

 

⚫
 

そ
う
で
す
ね…

。
今
は
２
つ
し
か
意
識
で
き
て
い
な
い
の
で
、
３
つ
に
 
け
ら
れ
る
と
い
い
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

⚫
 

で
は
始
め
ま
す
。
今
 
は
、
Ａ
 
さ
ん
の
 
 
 
 
の
進
め
 
を
こ
ち
ら
で
 
理
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
 
 
を
 
 

し
な
が
ら
、
今
 
 
や
っ
て
い
く
こ
と
を
決
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
私
の
ほ
う
か
ら
Ａ
 
さ
ん
の
 

 
を
簡
 
に
 
理
し
て
お
話
し
し
ま
す
ね
。 

⚫
 

 

 
 
 
 
の
 
 
 
が
増
え
て
い
る
一
 
で
、
 
い
の
場
な
ど
 
 
の
 
け
皿
が
十
 
で
は
な
く
、
 
 
の
 
 
も
、
サ

ー
ビ
ス
中
 
の
２
択
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
理
解
で
お
り
ま
す
。 

（
Ａ
 
側
、
う
な
ず
き
メ
モ
の
 
 
） 

 

⚫
 

概
ね
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
 
い
の
場
の
 
 
も
、
 
 
で
き
て
い
る
の
は
一
部
だ
け
で
、
本
当
は
も
っ
と
た
く
さ

ん
 
 
が
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
が…

。 

 ⚫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
も
踏
ま
え
て
、
今
 
は
１
つ
 
に
 
 
の
 
理
、
２
つ
 
に
 
い
の
場
の
見
え
る

 
、
３
つ
 
に
 
係
 
へ
の
 
明
の
進
め
 
、
に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
か
ら
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
 
理
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
で
は
さ
っ
そ
く
、
 
 
の
話
か
ら
 
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

シ
ナ
リ
オ
案 
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の
 

理 場
  

Ａ
Ｄ 

     

包
括 

  

Ａ
Ｄ 

  

県 

  

Ｓ
Ｃ 

  

Ａ
Ｄ 

   

 
長
補
佐 

 
役 

⚫
 

そ
う
で
す
よ
ね
。
で
は
、
 
 
は
３
つ
に
 
け
る
 
 
で
進
め
な
が
ら
、
と
い
う
前
提
で
お
話
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

（
Ａ
Ｄ
・
あ
ら
か
じ
め
 
意
し
て
き
た
フ
ロ
ー
 
を
 
り
 
す
） 

⚫
 

こ
れ
は
、
 
の
 
 
 
で
 
っ
て
い
る
 
 
の
フ
ロ
ー
で
す
。
 
  →

 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト →

 

３
つ
に
振
り
 
け
る
と
い
う
流

れ
で
、
ど
こ
の
 
で
も
応
 
し
や
す
い
 
本
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
細
か
い
言
葉
づ
か
い
な
ど
は
Ａ
 
さ
ん
 
に
直
し
て
い
た
だ

く
と
し
て
、
全
 
の
流
れ
は
、
こ
の
 
を
ベ
ー
ス
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
と
よ
い
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 ⚫
 

 
い
の
場
の
 
 
が
ま
だ
 
理
し
き
れ
て
い
な
く
て
、
 
 
・
一
般
 
 
 
 
に
行
け
そ
う
な
 
を
見
つ
け
て
も
、
ど
こ
を
紹
 

す
れ
ば
い
い
か
迷
う
こ
と
が
 
い
ん
で
す
。 

 

⚫
 

そ
こ
は
確
か
に
大
 
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
ま
ず
は
 
り
 
で
３
つ
に
 
け
る
形
を
決
め
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

 
い
の
場
の
 
理
は
、
 
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

⚫
 

 
 
の
フ
ロ
ー
が
決
ま
れ
ば
、
 
い
の
場
の
 
 
 
理
は
あ
と
か
ら
で
も
十
 
追
い
つ
け
る
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
今
 
は
 

 
の
流
れ
を
固
め
る
と
こ
ろ
ま
で
行
け
る
と
よ
い
で
す
ね
。 

 

⚫
 

 
い
の
場
側
と
し
て
は
、
「
ど
ん
な
 
を
 
け
 
め
ら
れ
る
場
か
」
と
い
う
 
理
も
一
緒
に
や
り
た
い
気
 
ち
が
あ
る
の
で
す
が

…

。 

 

⚫
 

お
気
 
ち
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、
一
 
に
全
部
や
ろ
う
と
す
る
と
進
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
 
は
 
 
の
フ
ロ

ー
を
３
つ
に
 
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
絞
っ
て
決
め
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
フ
ロ
ー
 
を
ベ
ー
ス
に
、
表
現
を
Ａ
 
 
に
調

 
す
る
作
 
を
、
 
回
ま
で
の
宿
 
と
い
う
形
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

⚫
 

そ
う
で
す
ね…

。
 
際
の
 
 
の
中
 
を
も
う
少
し
 
理
し
た
い
気
 
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
形
を
決
め
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。 

 

シ
ナ
リ
オ
案 
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い
の
場

の
見
え
る

   
 
の
 

理 場
  

Ａ
Ｄ 

     

Ｓ
Ｃ 

  

Ａ
Ｄ 

  

県 

  

Ｓ
Ｃ 

  

Ａ
Ｄ 

Ａ
Ｄ 

  
 
長
補
佐 

 
役 

⚫
 

で
は
、
 
 
の
話
は
い
っ
た
ん
こ
こ
ま
で
に
し
て
、
 
に
 
い
の
場
の
見
え
る
 
に
 
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
、
こ
ち
ら
で
た
た
き
台
を
 
意
し
て
き
ま
し
た
。 

（
Ａ
Ｄ
、
 
い
の
場
一
覧
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
案
を
 
る
） 

⚫
 

こ
れ
は
、
 
の
 
で
 
っ
て
い
る
 
い
の
場
の
一
覧
の
 
式
で
す
。
名
称
・
場
 
・
曜
 
・
 
 
 
 
、
 
本
 
な
項
 
は
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
Ａ
 
さ
ん
で
も
そ
の
ま
ま
 
 
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

今
、
社
 
で
は
サ
ロ
ン
な
ど
を
集
め
て
、
か
な
り
た
く
さ
ん
の
場
を
 
 
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
ん
な
 
を
 
け
 
め
ら
れ

る
場
か
、
と
か
、
 
え
 
が
ど
の
く
ら
い
い
る
か
み
た
い
な
 
 
も
一
部
は
 
っ
て
い
て…

。 

 

⚫
 

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
ま
で
 
 
さ
れ
て
い
る
の
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
た
だ
、
最
初
か
ら
 
 
を
詰
め
 
み
す
ぎ
る
と
一
覧
が

複
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
の
 
式
に
あ
る
項
 
だ
け
を
埋
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
十
 
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

ど
ん
な
 
を
 
け
 
め
ら
れ
る
か
と
か
は
、
 
の
段
 
で
 
理
す
る
テ
ー
マ
に
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
は
、
 
と
し

て
ど
の
く
ら
い
 
い
の
場
が
あ
る
か
を
 
と
し
て
 
 
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

 

⚫
 


 

そ
う
で
す
ね…

。
た
だ
、
現
場
と
し
て
は
、
ど
ん
な
 
に
 
い
て
い
る
場
か
わ
か
ら
な
い
と
、
紹
 
し
づ
ら
い
と
い
う
声
も

あ
っ
て…

。 

 

⚫
 

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ
ま
で
考
え
始
め
る
と
、
今
 
中
に
 
 
 
が
決
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
 
式
で
全
 
を
見
え
る
 
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
今
 
 
の
ゴ
ー
ル
に
し
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
 
に
 
い
て

い
る
か
と
い
っ
た
、
も
う
少
し
踏
み
 
ん
だ
 
理
は
、
 
 
 
以
降
の
発
展
テ
ー
マ
と
し
て
改
め
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

⚫
 

 

⚫
 

は
い
。
や
っ
て
み
て
か
ら
見
直
す
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
３
つ
に
 
け
る
 
 
の
フ
ロ
ー
を
、
こ
の
 
で
作
る
と
い

う
こ
と
で
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 ⚫
 

 
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
こ
の
流
れ
を
も
と
に
庁
 
で
も
検
討
を
進
め
て
み
ま
す
。 

シ
ナ
リ
オ
案 

 



64 

 

県
・
 
 

チ
ー
ム
の

 
い
  

 
い
の
場

の
見
え
る

  場
  

Ａ
Ｄ 

 

県 

   

Ａ
Ｄ 

  

包
括 

  

県 

  

Ａ
Ｄ 

  

 
長
補
佐 

 
長
補
佐 

 

Ａ
Ｄ 

 
役 

⚫
 

で
は
 
に
、
県
や
 
 
チ
ー
ム
の
 
わ
り
 
に
つ
い
て
も
、
 
 
 
を
そ
ろ
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

県
と
し
て
は
、
今
回
の
 
 
 
 
を
 
じ
て
、
Ａ
 
さ
ん
に
一
 
の
 
 
 
な
 
 
を
 
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
今
 
お
示
し
し
た
「
 
 
を
３
つ
に
 
け
る
フ
ロ
ー
」
「
 
い
の
場
の
一
覧
の
 
式
」
に
つ
い
て
は
、
県
と

し
て
も
 
奨
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

で
す
の
で
、
県
や
私
た
ち
 
 
チ
ー
ム
の
役
割
と
し
て
は
、
Ａ
 
さ
ん
の
進
捗
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
必
 
な
 
 
を
提
供
す

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。 

 

⚫
 

例
え
ば
、
ケ
ア
マ
ネ
 
け
の
 
明
会
な
ど
で
、
県
の
 
や
 
 
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
一
緒
に
現
場
の
意
見
を
聞
い
て
も
ら
う
よ
う

な
こ
と
は…

。 

 

⚫
 

 
明
会
と
し
て
は
、
Ａ
 
さ
ん
 
 
と
し
て
、
県
か
ら
は
必
 
に
応
じ
て
 
 
提
供
や
 
 
 
 
の
場
を
 
け
る
形
で
の
 
わ
り

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
 
 
チ
ー
ム
も
 
明
会
の
同
席
は
 
に
ち
が
 
え
ば
 
 
で
す
が
、
 
 
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

な
る
ほ
ど…

。
 
来
れ
ば
最
初
の
１
回
だ
け
で
も
一
緒
の
場
に
 
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
庁
 
や
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
も
伝
わ
り
や
す

い
気
が
す
る
の
で
す
が…

。 

⚫
 

 

⚫
 

今
 
 
の
ゴ
ー
ル
は
、
 
い
の
場
の
一
覧
を
作
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

⚫
 

は
い
、
せ
っ
か
く
な
の
で
、
 
回
の
 
 
ま
で
に
、
凡
そ
の
 
 
を
終
え
て
い
た
だ
け
る
と
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
見
せ
 
も
工
夫

 
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
細
か
な
中
 
の
 
論
は
、
ま
ず
一
覧
が
で
き
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
と
思
い

ま
す
。 

シ
ナ
リ
オ
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今
期
と
来

期
の
 
理 

県
・
 
 

チ
ー
ム
の

 
い
  

場
  

Ａ
Ｄ 

   

県 

   

包
括 

  

Ａ
Ｄ 

   

Ｓ
Ｃ 

 

Ａ
Ｄ 

県 

  
 
長
補
佐 

 
役 

⚫
 

で
は
最
後
に
、
今
期
と
来
期
の
 
理
を
し
つ
つ
、
 
の
一
歩
を
確
 
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
 
 
に
つ
い
て
は
、
①
 

 
の
３
つ
に
 
け
る
フ
ロ
ー
を
今
 
の
 
を
も
と
に
作
 
す
る
、
②
 
い
の
場
の
一
覧
を
 
 
し
た
 
式
で
作
 
す
る
。
③
ケ
ア

マ
ネ
 
け
 
明
会
を
 
 
 
に
 
 
す
る
、
こ
の
３
 
を
 
 
 
 
の
到
達
 
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

⚫
 

来
 
 
以
降
に
つ
い
て
は
、
今
 
 
決
め
た
フ
ロ
ー
や
 
式
を
い
か
に
 
着
さ
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
そ
の
具
 
 
な
中
 
は
、
ま
ず
今
 
 
の
結
 
を
見
て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
 
理
し
て
い
く
形
で
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

⚫
 

例
え
ば
、
 
 
で
の
３
つ
の
 
け
 
が
、
本
当
に
 
 
の
 
に
 
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
、
ど
こ
か
で
検
証
し
た
い
気
 
ち
も

あ
る
の
で
す
が…

。 

 

⚫
 

そ
こ
は
大
 
な
 
 
で
す
ね
。
た
だ
、
最
初
の
 
か
ら
検
証
ま
で
を
全
部
や
ろ
う
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
 
き
が
 
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
今
 
 
、
フ
ロ
ー
と
一
覧
を
形
と
し
て
 
え
る
こ
と
を
集
中
し
て
、
来
 
 
以
降
に
、
 
っ
て
み

た
結
 
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
し
て
い
く
、
と
い
う
段
 
 
な
進
め
 
も
一
案
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

卒
 
の
仕
 
み
や
、
 
 
で
の
 
け
 
め
 
に
つ
い
て
も
、
で
き
れ
ば
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
の
で
す
が…

。 

 

⚫
 

卒
 
の
話
は
、
非
 
に
大
切
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
今
回
の
 
 
 
 
の
期
間
だ
け
で
、
そ
こ
ま
で
一
気
に
 
理
す
る
の
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
今
 
 
は
 
り
 
の
フ
ロ
ー
と
 
い
の
場
一
覧
を
 
え
る
、
来
 
 
以
降
は
、
卒
 
や
 
 
の
仕
 

み
も
含
め
て
、
順
 
検
討
す
る
と
い
う
形
で
、
一
 
 
理
し
て
お
く
の
が
現
 
 
か
な
と
思
い
ま
す
。 

⚫
 

県
と
し
て
は
、
全
 
 
 
に
 
平
に
 
わ
る
必
 
が
あ
る
の
で
、
 
 
の
 
だ
け
個
 
 
明
会
に
 
 
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
 

も
あ
り
ま
し
て…

。 

 

⚫
 

わ
か
り
ま
し
た…

。
で
は
、
 
明
会
 
 
は
Ａ
 
で
段
 
り
を
 
み
形
で
考
え
て
み
ま
す
。 

シ
ナ
リ
オ
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ロ
ー
ル
プ

レ
イ
後
の

振
り
 
り 

今
期
と
来

期
の
 
理 

場
  

進
行
役 

    

 
長
補
佐 

  
Ａ
Ｄ 

    

 
長
補
佐 

 
役 

対
 
ス
キ
ル
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
傾
聴
・
 
 
 
築
） 

⚫
 

こ
の
場
 
で
、
 
 
の
思
い
や
 
 
を
引
き
 
す
た
め
に
、
ど
ん
な
言
葉
か
け
や
 
 
が
 
 
 
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？ 

⚫
 

逆
に
、
や
り
 
り
の
中
で
「
も
っ
と
こ
う
す
れ
ば
 
 
の
気
 
ち
を
尊
 
で
き
た
の
で
は
？
」
と
思
う
場
 
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

協
働
ス
キ
ル
（
巻
き
込
み
力
・
受
 
力
・
役
割
調
 
） 

⚫
 

 
係
 
同
士
の
 
 
 
 
は
ど
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
か
？
う
ま
く
い
っ
て
い
た
 
と
改
善
で
き
そ
う
な
 
は
何
で
し
ょ
う
？ 

⚫
 

あ
な
た
の
現
場
で
同
じ
 
 
が
起
き
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
役
割
 
 
や
 
 
を
工
夫
し
ま
す
か
？ 

 

 
例
判
断
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
進
力 

⚫
 

こ
の
場
 
で
、
 
 
す
べ
き
 
 
や
 
の
一
歩
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？ 

⚫
 

 
 
の
 
 
 
や
 
場
で
同
 
の
 
 
に
直
 
し
た
場
 
、
ど
ん
な
判
断
や
進
め
 
を
意
識
し
た
い
で
す
か
？ 

⚫
 

そ
う
で
す
ね…

。
卒
 
ま
で
含
め
て
考
え
た
い
気
 
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
 
 
と
 
い
の
場
の
 
理
を
、
き
ち
ん
と
形
に

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

⚫
 

は
い
。
で
は
 
の
一
歩
と
し
て
、
 
 
フ
ロ
ー
は
、
今
 
ご
提
示
し
た
 
を
ベ
ー
ス
に
、
Ａ
 
版
の
文
言
に
直
し
て
い
た
だ
く
。

 
い
の
場
の
一
覧
は
社
 
さ
ん
の
 
 
も
含
め
て
、
 
式
に
 
 
を
進
め
て
い
た
だ
く
。
こ
の
２
つ
を
 
回
ま
で
の
宿
 
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
 
回
は
こ
ち
ら
で
 
 
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、
必
 
な
修
正
の
提
案
を

行
う
と
い
う
流
れ
に
 
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

⚫
 

わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
庁
 
や
 
係
 
と
 
 
し
な
が
ら
、
頂
い
た
 
を
も
と
に
 
 
を
進
め
て
み
ま
す
。 

シ
ナ
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オ
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